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l

㌢) 金毘羅大権現

美川の三谷部落Ln:ある木花神社の轟を通っている道路の北側 (山ぞいの方 )に火の見櫓があるが,

その獅 IJIA:この石碑が立っているO益に弘化 2年(1845)5月昔日とあるD

ん) 光励盈神宮

三谷地区Ln=ある国勝寺内にある｡元禄 12年 (1699)11月占日灯下道朝臣園勝の母夫人の骨

壷カ;出土したため,この宮i:建てて享保 12年(1727)占月柑 VC収めて祭紀を始めた｡
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'写共10-1-
50光幼虫神社

こl

ハ)矢掛の領主と信仰

矢掛の各神社tri削合に早い時期に創建されたところが多vtのであるが.
途中で衰退し中興されたも

のも案外多い｡
再建には
.
当時の襲族や領主等.
権力者が蜜郡となっているものがほとんどである｡

例えば
.
福頼神社についていえば.
再興は毛利家が放掛碑銘散のためであったが.
その後席陀同様

VC7m
.
後VC板倉越中守がまたも再興しているD

矢掛神社は

.r
丑黄神社卜板倉家トノ脱償Ive上れば｢元醸12年(1699)2月･-(中略)

･･･以テ明治稚新二及ピタルモノ二院也｣となってか9板倉家との開係が述べられているQ

武答神社は床上小松が神戸山集城のときvC唾lJLした7社のひとったし.
日吉神社もそうである｡ま

たその後.
毛利家D保轟を受けたこともある｡
郡神社も同様である｡

寺院でも例えば高峰山大通寺は毛利輝元の眼病折帝にエb寺領15石を受け.毛利
家の祈腰所とな

った｡ま
た
.
伏見宮家の祈廟所ともなったことが天保年間の文:許ve見えているO

これらはほんの一例VCすぎず,
矢掛での倍仰のあ9万を知る上で盈要であるO

- 也/23-
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2 年 中 行 事

年中行事は.家族や集団vcおいて年 繰々 り返される周期的な行番や儀礼であD.出桝文化vC支えら

れた神社祭能や呪法が.中心的体系をつ くbあげてきた.人 々の生活に定着 していた行邸 も,近年.

曲斬生活の機械化や都市化に上狛aVC変容せざるをえなくなっているO生活様式の変化VC伴vL物の考

え方も変わってくると.どうしてそのよう75:行啓をし禄ければ在らないのか,その意味がわからなく

なり.また新 しい解釈 も加わってや1)方も少 しずつ変化する｡そうして.現代の複雑な生活vCおいて,

食卓e主義LC合致しなVlものは姿を消している｡とはいうものの,祖先の生活や素朴夜信仰町 私達の

日常生活や心情vc大きく影響を与えていることは否定できないO ここVE.矢掛の年中行邸を季節を追

ってと9あげ.伝統的行尊を振b返ってみたいo

(i) お正月の行事 L

al 餅つき･お飾り

12月29日ごろまでに,餅はつき終わるが,その日と掴 部落や家 によって異なっているo上高末.土

井には正月の餅をつかなVl風習がある.28日に餅をつくと火宙があるといって忌み嫌われているO

餅(,i2斗から5斗 ぐらいつ くのが普通であり,鏡餅は神様の数だけつ くD豆餅や丸餅をつ くったOあ

ん餅をつ くると顔VC-レモノが出るとLnv､つ くらない家が多い｡

お飾bは神様Lrrよbいろいろな種類があbダイダイ(家の代々の繁栄 ), クラジEZ(床山幽谷の美

しい菜),コンプ(啓こぶ )夜ど山海の幸を飾るo小林では半紙をつけたD.東三成では男性のシン

ボルとして木炭をつけていたo

b) 元 且

元旦Lr入るのを待って米や餅をもって氏神様VE参り一年間の健康を祈るOその帰 りに.荒神様.毘

汐門様などvEも参ったD特VC.その年vE遇の悪かった人は.八幡神社でオコモリをするO初詣をすま

せると家の主人が杓で水を一杯くむOこれを若水迎えとvlうO ｢福をくもうO徳をくもうOこれ幸い

の水をくもうO｣と三回唱えて.元且VE使う水のもとをくんでしまう｡軌 神様にあげた小餅で替油

味の雑煮とお正月料理で祝うOか年始は厳笠であD .昔には 10勤まと触れた親類vCも出かけていたO

山EEi.矢掛では,正月 14Elまでは徳E]< トクンチ> といい,借金や寄付を断わることができたOこ

れLri.徳政令のなとりであるといわれてLnるO束三成では<ヤギ トク> とvlい.正月に親類が本家vc

集まり.同族の繁栄を祈藤するo

cl 仕沓始め

2日は首姓の仕額始めで . わらじや牛の小柄夜前んで年神様に供えるD女は縫 いぞめをし.また子

供達は苛さぞめをするOとの日矢掛の商家では.大八車で初荷が くるD初荷を積んできた人たちvE.
酒を飲ませた17祝儀を出していたD

d_) ヤレポク

1 1日は,首姓始めで出家vcとっては大事な日であるO′｣､林孜とではヤレポクがなまってヤエホク

とレ小 ･矢掛では大鍬ノメともvlうOヤレポクは八竜松の改まりで.稲の穂が八重にできるよう(て祈

-624-



った言秦であるo朝早く苗代田に出て豊作を祈 りをう;ら｢ヤレポ-.ヤt/ポー ｣と叫び,鍛をかつい

で牛を走らせたOこの朝遅れると一年中の百姓行事が遅れるとL̂ い.夜明け前から準備をしていた｡

凸梯具VC変わる盲では牛は大切な軸物であったので.盛んにかこ覆われてvlた行番のひとつであった｡

el ブリ3.1)

1^日に子供が行孜)行婆である0 14日に稲わらで絹んだ馬をもって部落の家々をまわ9.線例

.1 でわら馬をコトコト郎 たてわら馬をそこQt置vlて逮げてかくれるOするとその家甲人がわら属と取

り替えに.餅やみかんで祝ってくれた｡東三成で仇 家の人が不意に水をかける家 もあったので.千

供運はすばやく餅をとって偏った｡祝ってもらった餅は一年中まめなようにと戯tJlをこめて.家妖の

全長がこの餅を食べた｡

/) トント'

14日の朝.お飾りをおろして村落の辻vC典めて蚊き.正月の締めくくりをする｡ トント'の火で子

供の寄さぞめも一緒に焼き.煙vCあぶられて灰が描く上がると手があがるとも出世するともいわれたo

若vl女の人達結実人rn:なれるようVCと顔をなでる者もvlた｡これは,火vE特別の呪力があると信じら

れていたのであろうOか重ね餅を竹の先vcはさんで蛎き. これを食べると夏病をしそいといわれてい

るO,J､林では トンドで焼vlた餅を入れたあずきが妙をする｡現在では忘れられているが. 15日は′｣､

正月であずきがゆを食べていた｡

'9) ヒテエ正月

2月 1El,ヒテエ正月とも送b正月ともいい.九･̂てvlの家では二白餅をつVlて年神様VC供えるo

この日は年神様が高天原へお焔えEH′こ在る日T .肺底を高く盛って年神様氏神様tn=供え.タカマガ-

ラの飯くらべ陀負けないようER:するO小林では阿東を高 く盛るほど造作vcなるといわれた｡矢掛では

この日VE首学課をするo多くの人が集まるので官手というが.荒神様のお奈で神酒や餅を供えて祝っ

たO現在でも盛んな行iiiである｡次の日はヤイト/メといい三塁tp:灸をする｡

(｡)春の行沓

α) 社 日

彼岸の中日LrL近レ冠即日で.地神様のお祭の日である｡もともと社日は社の祭bを営む日の忠味で

社とは中国で土地の守護神で.祖益の上る所と考えられ あらゆる推知の祈願をすることから段々つ

づせって后土の神として助作物の丑勲を祈る象りに計ったといわれているo江良では.六角の石柱i:.

立て地神柿を六角に祝い,青竹の笹を自然石VC地神と大きく彫 りつけてある地神横に飾9.神酒など

お供えして祭るo失神dO軒でI.i.現在でも始れaIが盛んにおこなわれている｡高田などでは田畑の
仕番を一日中休み.地神横に神酒を供え前落一同が飲食をして賑わうoこの日は田畑の仕番や.土い

じりをすることを禁じられていたo

b) 節句 ･ヒナマツ1)･ショウブ

椴祭は女の節句で.4月5日に腺の里から贈られたか雛を飾る o d畳虚数半分ぐらvlに四段でた(ri

五段の樺段を設け.もうせんほ き,内孤 や五人盲鎧 などを並-こて.桃やと･'モチを飾る｡お祝vl

をもらった家で仇 ヨモギのヒツモチの上忙枕の花をそえでお返しをするO
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しかし.雛人形を飾る家は敬少なVlo 5月5日は端午の節句で.鯉のぽDを立てチマ千や柏餅をつく

a.神酒と一緒ve神柵VC供え祝 う｡初菖蒲の男の子VCは鮭のほ少を贈9.線の実家や株内の者がお祝

いをする0 4日の夕方に苫前をたばねて軒vcさしておくと魔よけ雷上け忙なるとvlわれ.またお風呂

vc菖蒲を入れると病エけVC漁るともいわれてtnる,矢掛では家々の屋根に菖蒲をあげると,菖蒲の菜

が刀忙みえて鬼が追げ出すとtJlわれ,また強 くたくましvl男の子VE成長してほしvlと願vl.家の屋根

VC菖蒲の束を投げるo

C) お釈迦様のお誕生日

4月8日の釈迦の誕日を祝い.お寺vE怠って甘茶 (カンゾクの索をせんじたもの)をわけてもらV,.

生まれた子vE飲-2す｡｢チャ｣と甘茶の水で笹いて家の乗の柱VEさかさVCはっておくとムカデが出な

いとV'うQ ネ-ン(2月 15日)の時鳴か夜いのはムカデだけとも,甘茶の匂いをムカデが嫌うので

ムカデよけvEなるともいわれるO矢掛では,多rlg寺,観音寺に参るだけである｡各家では.荒いもち

米封3.うろく廿､9大豆や正月餅をあられ(n=したものを入れて//ロジクとvlう砂糖でかためたか薬子(花

くそ)をつくる｡

(,う 茨の行事

α) ロッカツヒテエ

ロッカツヒチエ.ロッカツビテ工など発音が少しちがうが. ロ クガ ツ ヒ トヒのなまりであろう0

6月 1日朝葺の刈b初めで.朝茸を刈って豪vc帰ると一日中休息Ja:とるo横谷や矢掛75:どは.みェうが

の糞vc包んだEE子を焼いて神に供える｡ この団子なくおやき> とvlう0 4月vcひしもち. 5月vCちま

き. 占月VCおやさと時節Kあった団子をつくってVlた｡東三成で仏 米の粉をiるめて汲陀入れそれ

に砂糖をまぶしたEB子<オシンコ>を食べる｡またとのEI.正月餅とあられを食べると夏病をしない

といわれたO横谷では.先遣がほら月を吹きながら伊予の石髄様にお琴DVCv,く｡

b) 百万遍祈藤

土用の牛の日に虫祈府や正病よけをした｡百万遍祈弘 虫送9,貰折方弘 念仏折田など呼ばれるO

投薬の発遷した今日では,明らかL'e非科学的行事であるが先祖伝来の虫送b行事をすませかJlうちは.

たとえ姓薬撒布をしても気が休まらなV,のは老人の心情であろう｡鉦 と太鼓をたたいて.｢ナンマイ
i)lュメ

OL.ナンマイ91- ｣と108回唱えながら改珠をまわして村境の道祖神<札_TL:て物>Kお札を立て

るo数珠は一握りの大きさの玉が 108あり.円に広げると半径 2工山もある大きな もの で あるo数

珠のないところは縄で数珠の形をつくっていた｡異音案の虚家で盛大vC行なわれる行事であるが.日

蓮宗や矢掛の商家の人々もやってVlた｡現在でも束三成の部落では昔通りの形式を保って行なわれて

いる｡矢掛では大人が裸で数殊をまわしてV,たこともあったo

実川では虫よけ札が三谷.下高末.上高末とまわってくるので.虫よけの日は決まってvlない｡ま

た大正時代からは子供の負担となることから.その後大人の行番となっている｡現在では一条さVC対

する柄よけとして荒神様VEか参bするだけの行番と在っている部落が多V,｡山田中では.部落の人が

岩山神社にあっTibお経を読む｡小林では.稲の虫くいの軸をと9.のぼDをつくD,荒神様に神酒

を供え川vc盛上け札を旅した.お功さんが.大般若蛙をあげ.人々は太鼓や鉦をたたきをがら｢クス
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ケサー-･ポテポテ｣と唱えをがら虫送Dをしたo

写井1012-1百万適所韓の数珠
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√
C) 雨乞い

4月下旬早魅が続く時vcは必ず行なう行事で.地域vC上bやり方がちがう.

･ ちこの他参b

j:井 ケ原では.早魁の時 5日5晩竜王横で火をたいて祈るO広島県比婆郡と島根県三国峠VCある小

さ充ちとの弛VC.村落の総代が神酒を一升持って参D.神酒を池vc移し.かわbVC池の水を入れて帰

り.竜王棟の石塔の勉に水を入れると雨が降るといわれたO

･ 竜王梯

若林では竜王山という山があ9.この山VCは山の神のお使vlである一匹の大蛇が岩の大きく重な9

あった所に住んでいた｡昔は矢掛vc早魅がかこると雨乞いのためVC.竜王様vc昼夜か参Dをすると大

蛇が正体を現わして.雨を降らせると伝えられていたO

･ 大火をたく

部落中の人が山の高V,ところにある竜王様vCあがって,火をたvlて雨乞いをする｡横谷では ｢-ン

-ヤシンギヨウ｣のお経を読んだD.江木では祝詞を唱えたbした｡東三成では 7月51日VC割木を

椛でくくbつけ.火をふ9ながら雨乞いの祈願をした｡昭和 14年の小E]川の水飢侍の時は.三谷橋

の川原で一家に一束ずつの松葉を持ちより.それを焼vlて雨乞いをした｡

･ 雨乞の神楽

神楽太夫VCよる｢雨乞い神楽 ｣をしてもらう.ところもあるC大蛇に酒を飲ませて遊ばせ雨を降ら

す舞をして祈願した｡

d.) 七夕･ナノカビ

7月4日の弧 絡 里芋.茄宅建の乗にたまっている弟をとってきて塵をす9.色紙の短冊VC願vl

ごとを苛V,て笹の竹VCつけて軒先VC立てるC縁側に机を出して.その上にきゅうDの馬,なすの牛.

すいか.短冊を供えて占日の晩七夕様を経るC,そして 7日VC川へ流しVCいくC女の子は7日の早朝VC

川に髪を洗vIVCvlく風習があったO子供選は.｢七夕様は棚から落ちてキンつめて.茄子ひとつで助

かった｡ ｣と歌ったbしてvlた｡またこの日はナノカビといわれ.盆の始まりであるo仏様を迎える

ためVC仏壇の掃除をしたD.基掃除VC出かけるなど盆の準臓をする｡基掃除から帰ると井戸の水替え

をして掃除をした｡

8) 盆

15日の晩から1占日の早朝の仏送bt才が盆であ9.先祖の供奉で.現在でも昔ながらの形式が

守られてV,るd 15日の軌 ポニバナを取りVC行きお墓VC立て仏感の掃除をして仏垣をまつるO夕方

にqL ポニ3'ナ(ミズ3'ナ)を立て.台の上vc-スの秦をしき.素麺.あらめ.御飯.田子などVCポ

･=バツをつけて供え,毎晩水をあげたOこれは.先祖VEついて来ても家の仏唖VC祭ってもらえないガ

キポトケ様 (鵬 仏)を祭るためのものである｡しかし.禅宗はポニ3'ナをつくらなV1. 15日を迎

え盆といい ,夕方vcは迎え火とV,って門rjVC肥え松で火をたき仏様を迎える0 15EIVC送り火をたも

1dE]･の早朝vcポユダナをくず して供え物を蒙わらでつくった舟vEのせて川vc流す｡ これを仏送bと
tんどう

vlうo横谷などは 15日からの5日間は.万灯といV,お墓の近くの六地蔵の前で火をたいておかんき
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をする｡

(⇒ 秋の行巷

a) か大師棟

弘法大師のお祭りで宗派をこえて毎月21日に大師辞をするD最近では.年5回行なわれるだけで

ある｡中川では大師誹qL 1月. 5凡 9月vE行なvl.村進料理をしておかんさをする｡大師欝は.

宗教上の信仰を中心として地縁的LK組赦されたもので,お大師様 tR:参詣する目的で結成されてvlる代

参誹であった｡そのためLAr.お金を研み立てて旅費をつくる鐘折的組級の性格 ももってvlる｡

しかし.最近では.宗教的悪評はうすれ.むしろ田 夫的意味の強V,窮へと変化している｡

b) - ッサク

8月 1日,ロッカツヒチエから始まった草刈D殺鼓の日であり.昼粒や盆踊りの環終日てあるO-ッ

ヅサクまでは浴衣をきてすどすが, この日に衣変え生し夜なべを始めたすO矢掛ではやき米 といtJl,

稲のll4-j'いもみなかぶった米をV,って食べたo

c) 秋 祭

写兵 10-21 5 秋 猿vj夜店

私達が祭といっているのは.必ずしも神社の集札のみとは限らない｡ くらしのあるところtKはどこ

vcでも祭があるといってV,いくらいに多いoLかし祭というと.神社の夏祭.秋祭を思い出すであろ

う｡祭の語源はマツラフなどと同じく神の傍にあって奉侍するという意味で.人間の能力を超えた範

対的存在を神聖視 し.それLA=侍して常にこれを奉托 してvlるのが祭の本質であるとV･われているD矢

掛の秋祭は盛んで神社こと村落単位で行別 っれ.神社妓内は夜店が並びか祭神楽が奉納されてたいへ
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んほざやかであるo矢軌 美川J横谷などはセンS.イロクという御輿の上VC太鼓をたたく人がの少家

々をね少歩きオン-ナ(金一封)をいただく｡小田では子供御輿.美川では称御輿が出るが,山田に

は御輿は72く,束三成では御輿のかわDに属vCか飾9(御神体)を飾り村中をまわっていた｡御輿は

村落VCよb少しずつのちがいがみられる｡しかし神楽はどの部落も夜どおし奉納されていた｡現在で

は夜8時ごろから2時間ほど.一社 7人で宮神楽が垂納される｡次の僻序でおこなわれる｡

写束10-2-4 秋祭の神楽

1 駆 '(神輿の初め作当たって一朗 浄めるO)
2 猿田彦の舞(感度払い)

5 園融t)の帝(大宮主の命が中韓国を天孫降臨のためVC天照大神に砕け奉るO つ

4 勉 治の舞(数々の悪業を食わたため.南天の原を追われた真義の毒の噂が̂相 の大蛇を退治

して相田姫を救って安VCする｡)

現在では.たいたい次の日窄で神楽が串耕されておb.このころ各神社でか崇が行なわれてvb為｡

川面10月 13日.小田10月 17日.中川 10月 18日.美川10月 19日.

山E臼10月20日.三谷 10月21日.矢掛 18月22日

･ ′J､田の火祭

戦前寸で秋祭の時お こなわれてV,た祭である｡現在では.との火奈を知ってvlるのは古老だけとを
〆 び●

-た｡小田村を熊と中山田を境vc雲丹 の2つVE分けて,笠等の者が親火をまもbながら戦の装V,で御

神幸をするOヤブタ(下の小さvl川の北側の土手)で両者が出あって敬 い. 上の親火が下を守ってい

るのを突き抜けて下の武者神社の鳥居をめざす｡暗vlので川ではケイゴというあかb火をつけてヤプ
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クを明るくしているOヤブタでは陣笠恵方た総支配人の見守る中で.外の高い赤vl服を着たひよんこ

が棒をまわしながらか互の親火を守っているOそして.上の親火が第-の鳥居を通 り抜けると下のひ

エんこは追いかけるのをやめる0第二の鳥居を通ると敬が終わるC親火は 50m幅.長さ5m3冶IJ木

VC竹や縄をあんでまくbつけて横木で持てるようER:している｡Tiた子供遠はセンダイロクで村中をね

9歩いた｡現在では小田の火祭も姿を消して.神楽と御輿だけの秋祭となっている0

回 冬の行事

α) 18月の亥の子

10月の亥の日が 2つあれば前の日. 5つあれば中の日を亥の子と称 し. この日に亥の子株のお祭

をした｡亥の子づちといい,子供達が石VCたくさんの帝槍をまきつけて引っばb合い.地をつく｡各
上)号

家の庭先つくと,家臣摘むるとレ小,銀細線もらった.祝快 い官の前では ｢亥の子の晩.祝わん者は.鬼を生め

蛇を生め,角のはえた子を生め｡ ｣とわめきながら家々をまわった｡束三成では亥の子石を柿の木LR:

くくっておくと柿がよくなるともいわれた｡この日t境vE寒くなるので.そろそろこたつや共用 (寒

さよけのためVE羽級の下に着るO )を出す準備なしたD

t)) オトンイタチ

12月1日で.乙朔日または乙子朔Elと溝き.一年中で最終の朔日ということで特に祝ったO朝.

オ-ギ('fIクモチ)あずき飯などモチ米のはいった女物をつく日中酒と一緒ve神様ve供えた｡

C1 ヨウカマチ･フイブ祭

12月8日を仏家では猟八といVl.一般化はヨタカマチといわれるoコンこ,クでEfl楽をつくって

食べたo特VC,矢掛の商家や材木師夜どは戯亙VC.しかも盛大に祝ったといわれる0号たこの日を.

矢掛では7イゴ祭とvlい,銭治屋が子供達を呼んでみかんなどで祝ってくれたo現在では.この祭は

姿を消してい-るQ古くからこの地方は,フイゴ陀上って砂鉄をヅクVeL,銭治産がゾクをたたvlて錯

探 したD鍛冶屋veとってフイゴの作業は重大在任.g･tであったのでフイゴ祭とvlう｡鍛棟のためVC炭が

必要であるので炭焼きする人も祝ったといわれてvlるo

r (づ 矢掛の麻中神楽

全国各地で.率い伝統をもった神楽がその土地の人々のtE癌とともに受け継がれているO備中神楽

も川上郡を中心tlする麻中地方IR:住む人々の宇陀より.先祖から引き継いできたO古 くは,押座を設

けて神々をお招きし.その場ほっどう者がすべてこBnL.神々をたたえて鎖魂を行なった｡その神座

(かむくら)が神楽の起源とされている.つまり..甲楽は もともとその場ve集まるすべての人々の簸
み と

魂行事であったらしvl｡次窮VC.座女や神歌を媒介VEナるエうVC在って.人叫は鎮魂の授助者になっ

た｡更VE.鎮魂の手段から神前-奉納するものVCをb .要術性をもつ上うVC在った｡術中神楽は荒神

の銑魂をすることが古くから貫かれてvLる和神であって.神楽はそのまま荒神神楽なのである.せさ

L,.C備中神楽は原始信仰の和神を受け継いでいるといえるO荒神神楽は, 7年B, 15年目. 55年8.

60年目陀行なう場合があD. これを式年祭とvlう｡矢掛では. 7年ととVEかこ孜われてV,るO式年

祭は部落をあげて荒神横へ感謝の神楽を奉納するO
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写兵 10- 2- 5 備 中~神楽

荒神神楽 I

1 岩戸開きの舞 ･

2 国誇 りの舞

5 大蛇退治の舞

4 五行の舞

5 布 舞

以 前は 夜を通しておE･夜われていた

が.阜/ji簡略化されて 4時間程皮で終

わるO

文化文政の項.蛸林国橋 (高梁市出

身)は古沓記や日本懲紀の神話をもと

vc三桐の新しい神話劇を仕組んだO こ

れを神代神楽とvlう｡次第に.大森の

人気を得て神楽の中心に漁るようLR:な

b,荒神神栄だけで放く神社の祭VCも

宮子･悦 といって轟納されるようになったO こうして.芸術性が高 ま るLrつれて.神職だけの手にお

え7;こくなり.民間人の中から芸達者夜着が出るようになり神楽太夫が出現したO神楽太夫は.ム～ 7

人で一社をつく9.平素は良薬に従事してV,て.出閑期L′こなると各地の招きvC応 じて神楽を奉納する｡

遠くは.福山.守.総社まで出かけていく｡現在.矢掛VEは県指定の神楽太夫が 7人いる〔

写克 10- 2- 6 術中神楽の面
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矢掛の神楽太夫 (西林風格を祖始とするo )

2 代 明治以前 野田乗船 (高菜 )

(推定 ) 渡辺河内(高末 )

5 代 明治以前 野Etl静男 (高末 )

(推定 )

これまでの人は神官である｡明治初年に神切放芸か禁止され.一般民間人に移った0

4 代 明治初期 鳥越正紳 (川面 )

占 代 大正から 竹内熊盲 (小林 )

7,8代

暗和初期 渡辺芳太郎 (高来 )

笠原久太郎 (円田)

現在活躍して 妹尾儀一.渡辺-.垂山好広.木下敏夫

V,る人(県指定)井上巧.青田政夫.田尻喪治

(保 崎 由美子 )

3 民 家

矢掛町は今も昔ながらの姿が数多く或きれてvlる地塊と雷えるであろうo民家vEつVlても新 しvl建

弟梯式の家が次第VClその教を増しつつあることはS実であb.また部分的vc改築されてはいるものの.

今なお 100年以上も前灯建てられた民家を見つけろことができるO矢掛町の民家vcつVlてその概略を

述べてみようO-般虚家にみられる屋根型は入母屋造 Dが大部分を占めているO屋根の材料は.かつ

ては麦弟であったのが,他地域と同様VC.今では トタン茸忙変わってきてvlるO聞取りは両部平野地

域VC多く分布する四室型 ･E問y5.5fJEyLjの規模で.主産と納屋の二株式が一般的であるD

また矢掛町の町家vcは｢片mlJ住まい ｣と呼ばれる独特な胤取りをもつものがあるoこれは.矢掛の

L 表町の中で.元町.中町.胡m Eh一町は宿場町の中心的機能を行った所で.地割 (地籍餌 )を見ると

計画的設定鮫箔であD.短冊型の地割.狭長吐宅地を示し.片側住まいという著しい伸長形態が分布

しているO

主屋内の付属物で注目したいのは.イロリの爾限界線が隣接の莫B_町を通っていることから.矢掛

町の北部ではどうであろうかという問題があるD萌無のM氏によれば.イロ1)は大正時代頃まであっ

たそうで.座の位置も決められていたらLvl｡ しかし現存するに至らず,堀 bごたつがそれ(て代わっ

ているO

またこZ)地域はかつて並泰が盛んであったO今でも少故の家では続けられており.その名残Dを留

めているO民家vEも怒蚕のための工夫が孜されているのが見られるDたとえば.主屋('Z:つけられた小

屋根.ら.気抜き,また稚衰共同飼育場がその艮V,-例であろうo

これらVCついて以下具体的vc述べてV,くことqCナそ｡
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(1)羽無 ･M氏宅

建窮年代は不許であるが. 100年以上前VC建てられたものらしvIQ母屋と■その壷に納屋とヒヤ

がある｡母屋についてみてみると.,屋根は入屑屋造 りで麦藁茸さであり.瓦の庇がつV,てV,る｡梁間三間

×桁行 4.5間で. 0.5聞(床 ･押入 )+ 1.5聞(オクノ7)+ 1･5聞(ナカノマ)+2聞 (-ワ)と

なっているo

またナカノマは7ダノマ.ダイドコロ

はアダナン｢.ナンドはオクナンドと

も呼ばれるo食違型四室間取であるO

床はオクノマの正面に設けられてV,る

妻床であるo ニワと輿ニワとの間に竹

製の高さ2mほどの貸戸が入れてあり.

ニワ陀(A:石臼が荘vlてあるOク ト'は.

奥ニワVrあって.ダイドコロと続vlた

板壕の上から炊くようになっているO

その炊き口は用途によってそれぞれ.

i,1かずやお茶用.釜や せレ･らう殿 鍋用

の5つに分かれてvlる｡ こ

のク ト'は泥で作 られたもの

であるo Lかし現在では使

用されてvlをvlo奥-ワVC

は.この他流しと戸棚が備

えられているO入口右側 uE

は風呂があb.その下は風

呂の汚水が入るとともVC,

小便所作もなってVlるD

化学肥料の現われる以前Vこ

紘,この汚淡は重嬰を肥料

として使われたのである0

人rj左側L/Cは.-- トーカ

クレがある｡天井を見ると′

梁の上VE竹で智 を縄で拐み

その上Veむしろを敷き更vE
写苑 10- 5- 1

し-一十 l̀~LJし･′･･l-JP⊂_′ヽ_11~

その上に泥を置仙 翌隻 造 幣 h(JB三晶 7nB,2tO禁 警 たしておくと火災の際.合掌が焼け落ちても

絵柄火災を防ぎ得る可能性があるのである｡オクノマVCは正月の神様である歳神様れ 3'ィドコロVE

は夷様と大黒様が.また輿-ワの流しの上UCLはカマ ト'の神様であるオ ドクウ様が面巳られてあるoオク
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t軸.
ノマからナカノマの衷vCは間中の広さの魚がついている,,母 屋の姦vcは.非茸屋根のヒヤと納屋があ

る｡厳は外版で.昔は別qe主屋と納屋のr凶に牛舎 モ設けてvlたらしvlが.今は残ってvlなV,0

(p) 上高末 ･O氏宅

母屋は建てられてから100年以上VC在る｡屋殻は入母屋造 bであるが. 1 0年程前からトタン茸

さに売尤 瓦の庇がつけられたのは50年以上融である｡粟脱15働×桁行 5.5尚で. n5槻(床 ･

押入 )+1･5間(オクノマ)+1.5rul(71ノマ)+2尚(-ワ)となっているQ各室の用途は.オ

クノマが客用 (めったvC来夜V,客 )で

あり.7ダノマが懇意72客のため.そ

戸

袋 川

図 10-5-2上高来･O氏宅

小便ツポ

してナンドは物思である｡オクノマVC

ある床は妻床であるが.ここVCは天照

皇大神が経られてある｡オクノマVEは.

他vc神棚があb金神様と大国主神が経

られている｡現在ニワの一部が風呂と

なってvlるが.これは改造されたもの

で)風呂は最初入口の右側vEあった

のである｡ニワと奥ニワとの閲は.ガラ

ラス戸で仕切られてvlる｡奥-ワVCは

ク ドと流しと戸棚があるが.最近のも

写束10-5-2 (S48年 7月22日撮影)

のである｡ク ドと流 し

の間作はオ ト'クク様が

紀られている｡煙出し

のため-ワの入口の上

の天井 とク 卜の上の天

井の⊥部が.切b抜か

れてV,･るのが見受けら

れる｡-ワで作楽をす

ることはあまりなく.

納屋ですることが多い｡

その納屋とヒヤは母屋

の左側に別棟で段けら

れてvlるが,比較的新

しいもので.まだ20

年 くらV,しかたってvl

72い｡それエb前は,英屋根の牛屋と新屋と納屋があったそうで▲その納屋では唐Eほ どもひV'てい

たようである｡
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またこの家は蕃泰盛家であるoそのため母屋の各所K工夫をしたらしいが.現在では ヒヤが重量にあ

てられている｡養垂良家の多vlこの地政では同じようを工夫の跡が他の多くの家でもみられるが.そ

の例として0氏宅では.オクノマと73'ノマの天井の四角と中央がはずれるようVEたってかD.そこ

から空気が抜けるのである｡また暖冴用VC｢ろ ｣が 5尺×占尺の大きさで2つ作 られてVlた｡新 しい

家では,大 きV,｢ろ ｣を1つ作 ったらしい.この他重義出家の屋根VCは.通風と温湿藍調節Dためqe

トタンの煙突が作

ってある｡ これは

天井 をくり抜vlて

風が吹けば回るよ

うVEなっているも

ので 50年 くらい

前から使われてV,

たO同じ自的で作

られたもので小屋

根があb.現在で

もよく見かけられ

るQこれは煙突よ

り5-10年遅vl

ものらしV,｡入母

写真 10- 5- 5 小屋根 と煙突 (S48年 7月22日放彰) 屋造 りでは破風か

らク ドの煙が出る

ようVEなってV,るが.入母屋であるのVC棟の中央vC,ト屋根 をつけてV,るのは蕃蚕業の気抜のためであ

る｡ しかし.-･TF喪菜の衰微した今では取b簾されているものが多く.ここの0氏宅でも. トタン屋根

VeLt･･_ので.以前vcはあった トタンの煙突と′J､屋根は壊 してしまって今では残ってい75:V,a

〔う 内田 (空上 )･0氏宅

こ7,)家 も建てられてから180年以上たつもので.入母屋造 りで藁葺屋根であるO梁間5.5聞×桁

行 占間で, a.5聞 (戻 .押入 )+1.5聞(オクノマ)+2胤(アダノマ)+?_聞(ニワ)とfLってvl

るO食辿型四室間取であ9.7ダノマを通らa･くても, カッテノマからオクノマへ直接行けるように

なってvlる｡床は輩床であるoO氏の話vEよると.妻床veするとオクナンドVC明か りがとれる長所が

あるとのことである｡床vCは石鎚神を絶ってあるが.オクノ7VEはこの他vc神棚 もある｡-ワVCは.

たる.かめ.唐白などがあり物思化 してV,るO-ワと喚エフは格子戸で仕切られてV,る｡央 -ワVCは

ク ドかあり.板場の上から炊けるようVC72ってvlるQ奥 ニワの天井はク ト'の煙出しのためVE切ってあ

るO カッテノマL{ある戸棚は主屋と｢措vc術えつけられてLJlるもので.米穀の2段の引き戸のつt.1た

苗vtものである｡風呂は入口の右側vcあるが,その前は前述の羽無のM氏宅のようVe小便所 となって

vl孜vlo
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戸袋

図 10-5-5 聖上 ･○氏宅

小便所晦 屋と納屋のBJ'lqe造られて

V'-る.入口が狭vlため.へV,と-ち

たれは夜 V,Oこの正面入口の他vE.

納屋vE向vlて ヨコグチが造 られてvl

るO納屋vEは昔畜舎があったが.午

を飼ってvtなV,今では物置と75:っで

い る｡またここでは作業もしてVlた

が.機械化されてからは作業は外で

するようVEなった｡故ve. 0氏宅ば

かDでなくほとんどのi!.)を家veつV･て

言えることは,納屋は次第VC物思の

役目しかもた孜くfEbつつあり,本

来の機能は失われてきてV･ることで

ある｡母屋の左側vEは ヒヤがあるが.

これは昭和 30年頃建てられた新 Lv,ものであるoこの家qeは井戸は孜く,川から水道をひV･てvlるC

空上は三谷川の上流VE位置 しておD.その地形的発作から考えてそれは当然のことであるD

(⇒ 日倍谷 ･T氏宅

梁間515間y桁行 6･5閲の入局屋造 りであるO怖行方向vE, 0.5間(押入 ･床 )+2脂｣(オクノマ)

+l･5間(シモノマ)+2.5闇(-ワ)と在ってvlるd暫VC山を負ってvlるので.入口の位置が普通

虚家vE見られるのと反対側Ll_ある｡ これは客室であるオクノマからの眺めを良くするためであるo暗

図 10-5- 4 日置谷 ･T氏宅
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和 2年頃から15年頃迄車重をして

V,たのでシモノマ陀ほろが作られて

V･るoニワの一部が現在では畳r冊E

改造されてvlるが.ここVEは昔,風

呂と便所があった｡奥ニワVeは水か

めやク ト'があ9.オ ドクウ横が把ら

れてV'るOこのク ト'は新 しV･もので

煙突もつけられている｡天井は.節

述のヤマト造 りであるが.ニワの天

井の一部を2箇所91ってある｡これ

は屋根を茸V,てある罪が燃えた時.

そこから張ってある縄を鉾で切って

弟を落とし.火が移るのを防 ぐため

である｡



また鯛 の広さの級がつふている｡ この地方の民家では線をつけている家がほとんt'である｡捷と

いっても.本桁と出桁間vc緑のつく内縁と.稜だけが外庭の方ve出っ張ってV,る切良とがあるが.,J､

田郡の場合は内縁である｡また小田郡では古くから縁を盛集の中veとり入れてtJlたと考えられてV'るO

母屋の袈手VCは.新 しく造られた風呂と便所が板場で母屋と続いてV,る｡別棟で納屋と牛崖と物置

があるO牛屋では作年まで牛が飼われていたそうである｡納屋と物思は 4D年ほど前vc建てられたも

ので母屋･t牛屋vE顧べると新 しvl｡井戸は空屋から少し触れた蛮手VCある｡

局 江良(価)･0氏宅

一般vc民家では門を持たか,Qのが普通であるが.0氏宅は昔.造 り酒屋を営み.地主であったので.

屋敷は土塀で囲まれ,門が設けられているO主星は 160年ほど前vc建てられ.薬茸屋根で箱棟を持

ってvlるO聞取 りを見ると.桁行方向に 1.5聞(ニワ)+0.25聞(イク′.')+1聞(ソモノ-)+

1.5階l(ナカノマ)+2聞(オクノマ)+0.5聞(蘇 )と72ってvlるOシモノ間は板場であ9.造D

酒屋をしていた頃は主vcこの部屋で商売が行なわれていた.シモノマVtは神棚が絶ってあるOナカノ

〒棚 l肱

紘Vこiつ l V l t

'是I/1 匝 おくなんど 秤入

どこ局 夜んとa 占 qi-

l床おくのせ9

しちの5漢 夜かのせる
日日lHt 日日11日ltH

図 10-5-5 江艮輝 ･O氏宅

マの天井Kは 4か所K気抜きが作 られ

ている｡しかし0氏の話vE上れば.育

車重は してvlたが.母屋の益の倉庫で

行ってVlたとのことであるD岡山腺下

の審査農家では.母屋の各室が主とし

て蚕室vEあてられたが,その後.離れ

座敦が蚕室として使われた場合が多V,｡

したがって.倉庫が蚕室vEあてられる

前には.ナカノマで蚕を飼ってvlたも

のと思われる｡入口やニワヤシモノマ

は主に商売用であったが.その他の者

の出入は魚から上がってナカノマが使

用巷れたbオクノマは9丑の広卓で,

床は本床陀造られてあるOオクナンドKは古V,家具などが政vlてあb.神棚が配 られてV,るoナンド

【では仏敏があるO∠戸●イドコE,は板場vcなってV,て.クドが壊してV､るoLかし企索はナントで するよ

うであるO少数家族のため.母屋の各都塵はあib使われることもTlく,その上古い家であるので庭

根の亀みて障子が鞠さばくくなっている｡屋敷内geは母屋の他vr.東のは在れ.西のはなれ.上風呂.

下風乱 倉風 女中都島 5丑と4盟の基の部屋があるO倉庫と女中部屋は安政 5年vE建てられ.他

は明治･大正年代に建てられたものであるO門の位笹は最初は屋数の東寄りvEあった｡ところが家相

見vE上ると金は儲かるが短命vc終わるとのことで,現在の西寄 りの位思vc変えたのであるO

一占58-



写共10-5140氏宅(S48年7月24El撮影)

(1中町･N氏宅

矢掛町の町屋を眺めてみると瓦茸きて委入塾の塩硬が建ち並び
,
その間椴
.
bは著しい伸長形態を持っ

ている○こ
れは片側住まいと称されている｡N氏宅VEつV,･てみると.
その間口は三間半であるが奥行

は 54聞もの長さvCまで

及んでvlる｡この聞取D

の一大特色は通り槻(過

9庭 )と称する表から衣

へ通b抜けられる土FE封を

持ってV,ることであるo

その土間の片側vc座敷が

並び. 1間取カが基本と

fEってV,-る｡矢掛商業高

校数鞄のS氏によると.

矢掛町の片側住まtJlを持

つ町屋全般を見てみると

この士陳 位燈は家の東

写真 10- ･3- 5 矢掛の町並み(S48年 7月2五日触診)側LK設定されてV,る｡摘

向き.北向きの家でも文

例である｡西側のものは数軒にすぎたvloこの配置は ｢下手｣と呼ばれる側に士尚が設定され,川
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図 10- 5-占 中町 ･N氏宅

の流れVC規定されて下流が下手と茂る｡小田川は東mLて

vlるので東側ve設定されたのであるD これは迩町veも適用さ

され.田町.熊町の片側住TIv,･結実山川の両統のためye繭

側ve土間を設定 してV,るDこの士胤の長さは奥行vc朗係す

るが.平均 50陶から40間の長さがあ9.茨は涼風の通

路 となって暑気を和 らげてvlる
再びN氏宅に戻ってみるO道路に近い所から,作業や商

売に使用されているニワがあるが,以前はここにも部屋が

あった.おそらく｢店の聞｣と呼ばれていたと思われる｡
その奥にナカノマ,オクノマ,そして,J､庭をはさんでダイ

ドコロ.便所, ヒヤ,風呂場と続いている｡ナカノマの右

に入口があ.b.そD上には神棚があるO,J､庭をはさんでい

るオクノマと台所とと刊も それぞれ廊下で結ばれてVlる｡

その反対側の土間には戸軌 流し,煉瓦のク ドがあb調理
をするようにtrっている.

こ こVEはオ ト'クウ櫛が弛られてV,る｡次vEまた′｣､庭がある

が.ここKは井戸や物思があb.薪などが研み釜泊られて

V,るoそして乱 便所.仕事場.乾燥室と続く.乾燥室は

2部屋あるが.これは商売上増築されたものである｡また

2階vEも部屋があるが. 1階の上うVCずっと続いて∽Trv,0

せず｢裳の2階 ｣と呼ばれるナカノマqeある階段から上が

る部屋がある｡ これは物思K72ってvlる部屋 と占.5畳と4

畳の5童のことをさしてvlる｡ ｢ヒヤの2階 ｣というのは

10生の部屋で廊下veある階段から_1カ;るようVCをってV'

るotた倉庫 と仕事場vcも2階がある｡昔は仕凍場の2階

で も作業をしてvlたらLv,が.現在ではどちらも物思であ

る｡小屋は棟数vt比例して作 られ.植木が植えられている

が.それは美観の意味上b明か9取Dの意味の方が大きvl｡

倉は漆喰で湿気を防vlでV,る｡仕事場や倉と店舗との距離

が相当あるoこの上うな片側住まいは内から見るとその奥

行はTiっすぐ伸びてvlるようであるが必ず しもそうではな

vlo N氏宅でも.外から見ると仕事場のあたDからやや東

へ曲がlDてV,るのがわかるo家と家との胤vEは牌と小道が

あ9. これらは規則的vc並んでV'るo

以上のエうな片側住まV,-は.その地割veも上るが.西町.I

胡町.元町.中町では間口が 2間から4髄のものが多く.

そこVEは凄入型の屋根が 占沓(JVCも及んでvlる04間とvlう
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のは建築上の限界で. 4HJ'LJ半把なると入局屋平八型の屋根vc75るようであるo

(Lh) 付属建具物

α) 倉

民家の倉は土蔵ともV,う｡主として吸物と什器軌 および長持ち75どな入れるためのものであるO

明治以前vEは倉のある家は上層の階層VC限られてV'た.普通の民家では倉K入れるほどなかったから

-_
'-
JLl
･-
-

倉の夜vlのが通常であったO穀物勅はナンド

ドヤ庭の奥などへ値いたのであるD民家の

倉は厚い大壁づ くりKなってV,る｡写共3:

倉は 2尚YS胤の大きさで. 2階-は什器

類などを入れ階下-は米を入れてV,･る｡普

喝倉を建てる時は縁起をかつき一屋敷内ほ

かける配債は乾 ･巽の方角を盲とするが.

この倉は子の方角【である｡ この家veは他K

衣装倉とみそ倉があるが. これら(ri乾VE建

てられてV,-るoまた倉の妻側lて浮彫りをし

てvlるのがみられるが. これも火難よけ孜

ど縁起をかついだものであるo

写真 10- 3- d 倉 (S48年 7月21日放匪)

t)) 水車小屋

矢掛町南東部の大味では水車小屋が残っているo央劫町の川面および三谷ではソクメン作 17が盛ん

で.現在も大渡だけでも10軒ほどの家がソクメンを生産 してV,る｡この水産小屋も1 n年 くらい前

まではノウ1ン作 少rn:は欠かせ夜V,-ものであった｡英茸屋根で壁は土壁の建物であるD'｣､屋の内部で

は水車をせん中にはさんでその両側で2軒の家がそれぞれ粉をひいてvlたのである｡内部は土胤で.

小枝を輝で編んだ平子天井が部分的vE作ってあD.その上K物を置 くことができるようLH=なっている｡

しかし.水車'd=使用してV,ない今 と夜JjてQi.この小屋 も.V,･葦やじf･がV,-もなどの物置である.何故

水車が使われなく孜ったかといFJと.小麦筋を自宅でひかないで購入するようKなったこと.水尊で

ひvlた粉は賢が落ちる こと.水車を踏む人間がV･なくTXったこと.そ して生産全般vcわたる機械化TL
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とがあげられよう｡

写真 10- 5- 7 水発′J､屋 (S48年 7月 21日撮影 )

･) 稚垂共同働育場

写真の稚義共同飼育場は_t高末veあるO大正 1 0年頃建てられたものでJ英茸屋根で納屋の上うな

感 じである｡かつて

写異 10- 5- 8 稚養共同館育壌rS48年7月22日娘影)

藩中の春蚕が毛されている｡

-642_

春蚕が盛んVC菅ずれ

ていたことを物語る

ものと言えよう｡こ

の建物は蕃養老の共

同所有であって部落

の所有ではないOこ

こで蚕を大きくして

各自の豪へ持って帰

ったのであるO当時

は部落で辛責を営ん

でいた豪は 12軒あ

った. しかし現在で

は 3軒となb,この

種東共同飼育場で部



d) クムシ′)､屋

クムツ′J､屋と比麦稗真田の原札 裸麦辞を漂白させ王様 藁小屋である｡四本の柱を基本vc切妻の屋

根を持ち.床下VCは石のク ト'を作 D.竹

iた強大を並べてあふとし. ここへま稗

写某 10-319 クムツ小屋(SJ8年7月22日膨 )

をつめる｡ 白のため硫兼をクドで炊く

からJその空気抜きとして天井vClか所

穴をあけてVlる｡萱は厳重夜土蔵作Dで

姪がもれないようにしてvlるo岡山県下

では伐rj郡.小EEI軌.笠岡市.玉野市.

井原市l後用凱及び書満都の一部が麦稗

英田の産地であるから.ウムシ小屋はこ

の地方のみve存するものであるo

写真は空上部落で見られたウム./小屋で

ある｡

(′J､ 山 恵美子 )

参考文献

1･F岡山の民家』 鶴藤鹿患者

2･『日本民俗学大系』占 平凡社

4.名所旧跡と伝説

現在はマス･コミの発遷VCよb全国の文化の交流は速 く .その内容は均｣ とされたものとなってき

てV･る｡そうした中で.各々の地域の祖先の人■が残してきた.文字vEよらなV,様々な文化は次第vC

忘れ去られようとしてvlる.それらの中Kは.必ず しも実際の道理や歴史VEもとづV,てV,るとは言え

かnものも確かVEあるoLかし.それらが.私連の祖先がいつからともなく,柑 切らゝともなく自納q賢ら

帯少し始め,そし窃秒継柑t{きたもの繊 細 らをVb私遠は.そこVE.祖先の人々のものの考え方.

時代の跡.その文化の跡を見ることができるのではないだろうか｡そうした意味で. これらの祖先の

文化的迫産を文字として残しておく事の意義も又大きいといえるのではなV,だろうか｡

調査方法は.主VEl各所の古老の方々VCか話を開かせて頂くとvlう方法をとD.以下のようVCまと

と)た｡
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図 10- ▲ - 1 伝配分布地図
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(Jl)東銀地方

α)矢掛の地名

この地名の由来vEつV,ては諸説が伝えられてV.点.
)んh
_

･四通将軍舌騰津彦余が賃羅退治vC来られた時.
吸いで弓矢をnち合vl.看病津彦余の放たれた矢

が高vl山(現在の嵐山)の松の木ve掛かり.
その嘉から｢矢掛｣と名づけた｡

･菅.
矢掛は主賓道路(旧山陽道)のひとつであった｡
そこで.
裸人の適中の安全を祈って,
宿馬

の氏神様のお条b仁時に,
矢を掛けたことから｢央掛｣と名づけた｡

小田川と莫山川の合流点の汗顔VC民家の見女の彰力嘆しく写ってvlたのを.
殿様が御覧VEをって

｢屋影｣とV,う地名をつけられたことから
.
｢矢劫｣となった.
･桃山時代.
砂鉄の丑書を土地として有名で冶金.
柄物兼が盛んであD.蒋VC矢の一
部である矢尻

の生産が有名であったことから.
｢矢を掛ける｣とvln意味で.
｢矢掛｣となった｡

今回の他さとb調査では.
ほとんどの方が.
音符帝摩命の訳を挙げられた｡この説が主vc伝えられ

てvlるようである｡

'b)毒特使

奉幣倭とは
.
本来
.
宇佐八幡宮や出零大社へ天皇の代少として参内する勅使(貴族)の卓である｡

こうした勅使は.
その地位を用V,て途中の
通kで政Arの恥榎をふっかけ.一
年もかけてゆっくbゆっ

(Dと旅をしたものだとvlD｡そこで現在では.この
青葉は
.
｢むずかLv,人｣の代名詞として用V,

られてvlるoたとえ
ば
.
お酒を飲んだ少していてわからなvlことを音う人がvlると.
｢車輪便じf･｣

とvlうO
宿場K残って日常化された青菜である｡

C■)金谷

昔の矢掛の産物はと鵬くと.
金谷の鋳物と瓦だったそ9である｡瓦
は矢掛台地の良港の粘土を田ん

ほの土から.
｢地下げ｣veよって堀b出し作られてvlたとvl90金谷vCは.高華氏とVlう鋳物職人が

vlて焚鐘や釜.
琳なでを作っておD.
そこからこの地名がおこったのではなvlかと
考えられてV･る.

d
.
)僧都

僧都とvlう帯は.
本来は
.
僧侶の位の一つで僧正の次の位であb.
僧の位のうちでは高V,方をさすo

この地名は･.
昔ここVC玄賛僧都という方がおられ.そこか
ら名づけられたのではたvlかと考えられるC

この方は.
川の水を田VE引く方法や水車の皐等.農
耕のための指導を各地を歩vlてされた方であった

とvlわれてvlる｡



写尭 10- 4- 1 玄賓僧都の基

e) 鵜免 鴇江

四通将軍壱備幹彦命の話帆 各所vc伝えられてVlるo ｢①矢掛の地名 ｣の所でも述べたようVC,舌

騰津彦余は,雲羅 とV,･う蕃族をおさえる為にこの他vC来られ戦ったと言われている.そして.それが

クラ(ウンラ)とV･5鬼の退治話 として伝えられてvlるのであるO戦V,のうちvc鬼は次第qr追V,つめ

られて)Jト 逃げ込み鯉となり川竜上ってV,ったQすると.余はすぐさま拙となり追V,かけてV,った｡

｢ウノラと村雌 漁となるdと帯られているoそ して,捕えたところが現在の鵜飼とV,うわけである.川

面【である鵜江神社のあたbは.この追跡のコース托あたってvlたものとV,われてvlる｡

/) 笠優の松

大通寺の上VCあった松で.その形が隻を置vlた横に見える番から.そう呼ばれてV,たが.松喰V･虫

VCやられ.現在はない C.

g) きつねの話

小林のあたDでは,きつ瀬VEだまされる肴 を穀人かの方々が話して下さった,,

･ 鵜飼神社へ行 く適辺へ夕方出ようると.よそのおばさんの櫛VC見える人がおいでかV,でLLうる｡

後をつV,て行 くと,牛のふんをぎようさん出してくれて,｢はたもちじp-食べえ-｣｢或ったのは
持ってV,ね- ｣と言 う.前掛へぎ1うさん入れて持って帰る｡そのころ.部落の人は帰らんけえ探 し

PC行 きようると.朝ひようひェう戻ってくる凸｢お軌 前掛-何入れとんのんなら｣いうて閲vlたら.

｢ほたもちじf,｣と言うC

･ きつねVCだまされた｡風呂へ入ってざぶざぶ洗うた0日が覚めてみたら野登じfった｡

以上二つの諸仏 ちvlと人間が足らんのんがよう.えどうかされる(だまされる)というO夕方veを
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ると山の方へ行かbf･あせん. L f･んとした子はたせされん.と子とも連は話 して糊かされるものた

とvlう｡

(I) 川両地方

a) 黒岩と大曲がb

矢掛駅前のある山ve黒岩があったo今は.けずb取られていて.どの山か確かで/jiなV,｡昔は.そ

の黒岩ve物見やぐらが組まれていて.敵が攻めて乗ると.その岩を踏んで身方vC合図した｡その黒岩

紘.足でとんとん踏むと太鼓の様な音がしたものだとvlう｡また.そこから西の方vC.大曲がDとvl

う部落があったbそこは.物見やぐらから見て敵の人数がよくわかるようVC.適をわざと曲げ.散の

人数を調べたのだとvlうO今でもそこは.｢きただの大曲がb｣として知られてV,るo

茶

臼

山

橋
伽藍山

図 10- 4- 2 大曲が り附近要図

b) 黒岩.八丈岩.たぬき岩.蕊絡宕
前述の黒岩と同じものである｡このあたりには.葛がたくさんあった｡その形からJ各々の岩VC上

の様な名がつけられてVlた｡黒岩VCついては次の横を話が あるO

･ 太閤様が通られる時vC.たくさんの砦があるのを見て.｢ありp-何か｣｢あれが術中の鼎岩か

と言われた鼠 岩ぽっかりが山の様vCなっとった〇

･ 戦V'の時Kは一黒岩-みのを着せて.岩のfuから弓を出すと.敵は集う見えるほど兵がいると思

うて.ti'っく9して逃げたという｡

(Jj 小田地方

α) 郡宮地(小田中)
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b) 竜王山

竜王山は.各地各所vcある｡曲耕作とって.水を欠かせないものであり.その雨を降らせてくれる

神様として.山の高vl所Kqi.たV,てV,竜王山とV,って.何らかの雨が残されてvlるO以下は.土井

ケ原での話である｡竜王山Kは雨乞の塔がある｡ずう～と昔から.雨が降らなく売ると. ここで火を

たvlで 3日5晩祈った｡その尚に.総代の5人がお酒を1升持って.｢ちとの池｣vEおうてV,って.

どぶどぶその酌 他vcうつすo貸わbVC･ぴんに池の水を入れて･又おうて焔るo石塔の剛 の亀-
その水を入れて拝むと.たちまちvE.おかげがあったと伝えられてvlる｡お礼参別は,お礼として火

をあげた｡今では.竜王横の祭bの時vE.この亀の水をかえるだけであるQ

(⇒ 中川地方 亡

α) 出 穂

写共 10- 14- 2 櫛 高

音.小田川をはさんで戦争が行夜われていた｡川再の山へ陣取った兵運が,攻か亡く利敵が大鉢レ吹,

ので急いで東方の姐 1｣の中腹こある大きな岩の紛 婦ゝ やのぼり称掩 出させ,さも大軍のvlる梯 vc見せかけ

たb敵軍は.橋の上からこれを見て.岩影vE大軍がvlると思vl.｢こわ,あ.かどろvlた一かどろV,

た｣と言って逃げて行った｡その言葉から.｢おどろV,た穂｣と名前がつvlたが.人々のrjを伝わる

うちvc.｢とどろき(砧)橋｣vC変わったとV･う都である｡

b) 林乱 毎戸の地名
thど う1-やど

延書式qe出てくる｢,J､田駅｣は.今の亀戸のあたりではなV,か｡そうした蛸係から.毎戸は.馬宿
nレ､hL

から変化してきたものではないか｡毎戸vCは土下座所といわゆる田もあった,また.林田は .駅伝馬の

_648- , l



riゆt
薪味の駅馬か ら来たものと思われる｡

C1 伽藍山

この山の頂上vEは.寺の跡が 7つは.ほっきDと裁っており.塔の跡 も残ってvlる｡伝えられてvl

る話では, 12坊あ｡たとvlわれてvlるo

'd-) 小田の渡り

写兵 10- A- 3 船をつな vlだケヤキ(小田の渡 り)

昔は.小EB)lは 越して渡ってV･たO空間の小食とV,う地名も.渡しの倉があった所からvlわれるの

t ではなvlか｡｢小 さvl頃LA=qi.ここで帆かけ船を兄上うた ｣と言われる古老の方がおられたO ｢酒屋
があった時分vrは酒をぶんで四国の方へ売 りに行き15た｣と言われるOそ7C頃,船をつtEV,でvlたとvlう

木が今 も嵐山のすそVeあるO丸 950年前額の歌か去ってV,る｡ ｢有明の月vC夜深 く出ぬれば小田

の渡りvr雁ぞ鳴 く7T=る｣
もす み

Ie) 浅 海

このあたりは.育.海であったのだろうと言われるo

f) 長者
かみ

矢掛の上 (上流 )の意味からこの地名が生まれたのでくは衣V,か｡又.吉備津彦命が治められたこと

vEよるとも考えられるO

(可 山u]地方

a) 遥照山の冷泉と古手評

四通将軍吉備津彦命が天皇の命令を受けてこの他yC来られ. クラとtJlう鬼 (誓羅とtJlう蛮族 )退治
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をしてvlた時. ウラはV,くら傷を負わせてもすぐvE傷を治して出て くる｡そこで.不思鼓VE思ってtJg

ベてみると.遺尿山の温泉につかって治していたdそこで.命は御崎梯vC温泉を冷泉vE変えてvlただ
tろて

きクラを退治したOそして,苛肺津公が.がvlせん して帰る途中を.人 は々,首手をあげて迎えた｡
tもて

それから,人々は.旧の2月1日は有事榊とvtって.御崎様をおまつbしてvlるとV･う串であるO又.

その時.御崎様をたたえる為ve,神主さんが.鬼の顔を啓V,た紙を的托し,｢おん敵.退散 !｣と叫
びながら弓を射るのが今もその昔Ti伝わってV,-るのだという｡

b) 万人耕

写共10- 4- 4 万人耶 (旦山EEl.億本 )

万人訴と刻まれた石が7tつられてvlるのは.V,たる所で見かけるOこれは. ｢昔は.牛は首姓の宝

じゃったo旺lを耕すのVE一頭は必ず倒 上った07仁から.午が死んだら牛をまつってやるO近所親戚のもんカ

もんが一級ずつを盲人万人VCなるまでつなV,で,石の地蔵横を切り上皇た｣と言われているものであ

るo

c) ヵッノIの話 (カーコウ)

小田川一中村橋の上 さろう淵の辺には.昔カッ′.'がt.1たとV,うo｢カーコクは人まねをするので

こちらで頭を振って見せると･カーコクの方もまねて頭を振る○そ9すると.カーコクは頭の皿の永

がこぼれて弱ってし-iう｣と言われている｡中原部落では.旧の6月20日VCカーコウ祭 Dを行なっ

てvlるo カーコクと言うのはこの地方の盲嚢でカッ,{の串である｡

ぐう 三谷地方 l■

al 福頼神社
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次のよう夜話が残13てV,る｡庭瀬の殿様時代K.福武本家に魚売りが来たOそして.言うことには

｢わし ヤあ, この山VC住んとるきつねじf･Jわしを まつってくれりpあ.vlつまでも碍武家をま

もったる｣｢山の中腹に小松が5本ある｡その下忙洞穴があって.そこVC住んとるんじゃ｣と｡そこ

で.福武家では人を頼んで探 しにやってみると.言われた通りであった｡それで｢おまつりしよう｣

と言う沓vcなった｡そ して.山の八合呂vC.｢vlろは適 ｣とvlって 48曲がりもあるとvlわれる通を
つくって.そこに大神宮横をおせつ9した(福相の奥社 )｡ これは.福武家の銘守様であったが.こ

こで.病気.振乱 お匿等の時御祈念.御祈稽してもらV,.おかげを受ける人が多か-Jた｡商売する

人もよくtvtb.あらゆる額の相鼓vc来られる

その後.庭瀬の巌棟が病気Kなられ医者vCは冶らんと言われた｡そL/r.福額神社のおかげを受け

る人が多V,班を日日き.来られた｡福帝梯veを閃きすると,｢〇月〇日と△月△日とがエかったら全快
される｣とV,う風K言われたoすると.その遜bpこなD.殿様は全快された｡そこで.庭瀬帯エ9.

奥社を中心vc両北幾聞かずつ土地を寄進それた｡ (今もそこは福蛎様のものとして残してある｡まわ

Dは村有o )そ して.その時.八合目ではかぜvlbするのVC遍vlからとV,うので.下へ御本社を移す

ことVCした｡ (今も奥社は八合自vcある)この時から.福板神社の名は近く遠 くKも伝えられてvlっ

た｡戦争中qeは.ものすごい人であ一たとtJlう｡そして.その猫額神社の所在を示す四角V･石柱が.

中村橋の所ve建てられておD.黄に福観官.荘Vこは庭瀬帝と晋t･1であるo
ひI射

b) 惣門地と火1]岩弛

--r写束 10- 4- 5 惣 門 地

この二池は姉妹池である｡ここつこつの池ql.各々の潤慨用水を上と下【てもっている｡火T]岩地の水
托レ払′

は.まず惣門地 VE入っており.この他は惣門地VEよって曾持されてV,る｡火れ着地の上VEは■皇居横
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をまつってある｡ (終職後の神社の統合VCエ9今は萩原神社 合絶)｡その名の由来は.惣門地の方

紘.殿様屋敷の惣門があったところからきてV,ると思われる｡火f]若池の方は.その上の方vc火f]岩

がたくさんあったところから名づけられたと言う｡｢狭軌の頃.硬vl石が出よった｡その石をすって

火をおこし.は くち(綿)veつけ.その火をまたつけ木VCつけ上った｡ ｣と土地の人は語ってvlた｡

e) 十三仏

昔.火1]岩池の醍院が切れて大水vcたった時.近くで勧V,ていた人が押 し流され.~大淀川.金山谷

川の合流点vC15人ひっかかったとvlうoこの人々は.金山から出る優れた品展の鉱石を.この他の

下でそれとも知らず堀ってvlた鉱夫であった.その雑からその地域を十三仏と呼んでいる｡昔は土砂

を盛D上げて廃地vrしてvlたが,供野塔はなV･とvlう弟である｡

d) 洞松寺

笹掛城城主が穏てたとvlわれてvlる｡又.神宮皇后が朝鮮へ出兵する時船をつくる為veここの大を

切り出したのだとも伝えられてV,る｡ この串から.当時はこの辺が海岸であ-JたのではなV,かと思わ

れる｡

e) 革蟹の庄,お琴の旦

昔.革谷のあたりはこう呼ばれてvlたとvlう｡′トBJJJの下m.兵施町には.rことひき岩 ｣と首わ
れてV,る岩があった｡ここで琴をひvlたら京まで悶えたとvlわれてvlた｡月見の頃.′J､田川の砂場で

琴の金が催されてV,たとV,ラ.草堂の庄とvlわれてV,た由来は.草壁皇子の領として横谷VE役所がお

かれてV･たことからきてV･ると考えられる｡ _●

fl 背江鍛治

横谷の大渡部落vC鉄守横がまつってある｡昔この部落は.凍耕城主庄氏のおかかえの刀銭治が多 く .

甘江古刀として.有名72刀が数多く作られてV,たとV'うO

川 美川地方

α) 鬼 ケ獄

鬼ケ獄Kは.鬼の釜と言って山の中腹VE岩穴があD.川向こうの岩vrは.月の態とか火の輪とV,わ

れる岩があり.鬼の足跡 (音階搾彦命とウラの話 )があったとV,われてvLるが.今はダムVCよって水

没してV･る｡この辺の欝色が大変糞 しく一昔はエく殿様が見物ve来られ.拝みVE来る人も多かったと

言われる｡
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写真10- 4- 占 .鬼 ケ蘇 〆▲

は なし

b) 羽 無

四通将軍舌倫彦合が鬼退治のF-Ji.高滝山から放った央vc羽がつV,-て7tv,矢があり.それがこの地VC

飛んで来たのだという｡それからこの地を羽無(綻ねをし)と呼んでいたのがいつの尚qeか羽無(は

なし)と呼ぶようVClrったとV,う｡

cl v,ざL)松

鬼 ケ獄へ行 く題 (県道玉成巌)vc沿って.英山川の北側.旧夷川村内田字吉浦の田の中vc水平vc横

たわる松があ9. これを｢vlぎb松｣とtJ･う｡都合JLそ王00年.周囲は. 5･4メー トルある｡ この

松は.昔美山川の上流から洪水の時vr流れてきて厄打きまの前でと-ib括芳したとV,う｡又.大洪水

の時.字戸谷よb美山川rn:治って厄神さiが流れてきて,この松の根元にとどまったのだとも伝えら

れている亡現在も.この松の北側vcは薬師如来か祭ってあD.このあたDの庄屋たちが明和占年 (1

769).中風地方一帯がかんばつVC見まわれた時.二度とこん7TZ不幸vc合わなV,でみんなが衣食住

が丑かVC災禍をまぬがれる為vc祭ったと伝えられている｡夜泣 く子UE. この木の松葉をくよす(燃や

チ)と泣きがとまるというO
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写真 18- 4- 7 vtざり松
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第 11葦 教 育

1.学 校 教 育

(1) 寺小屋の教育

江戸時代の社会は武士と庶民の二つの階層に大きく二分されて1,-･り,教育の構成も基本的にはこ

れに規定されていたOつまり,江戸時代には武家の教育と庶民の教育がそれぞれ別個に全 く異なっ

た形態を取 って成立しており.前者のための教育脚 は｢藩校 ｣であり,後者のためのそれは｢寺

子屋｣であった｡

では,｢矢掛町｣(硯矢掛町区域,以下｢｣で略す )における近世の教育のようすを岡山県
(備前ESl･備中国 ･栄作園を指すD以下説明を略すO )の状況と照し合わせて記してみようQただ

し,｢矢掛町｣には｢藩校｣は設催されていをい,Dで,｢寺子屋 ｣を中心として記すことtn:するO

◎寺子屋の普及

寺子屋は,江戸時代を中心に,庶民の子どもたちが｢読み･着き･井術｣を学んだきわめて素朴

夜学校であるDしたがって,庶民が生産 ･生活つ項で｢文字 ｣の必要性を感 じるようになり,そし

てまた,子どもたちVC噂間をかけて学ばせるたけの生活のゆとりができるようにを1ては じめて.

寺子屋は発達 していくのである｡｢日本教育史山科 ｣をもと('E.全国的な寺子屋の普及状態を考察

すると次のように結論づけられる｡す禾わち,｢寺子屋興隆の気漣は,宝暦 ･明和の頃から動き初
めて天明 ･寛政頃から漸く顕著となって来た｡そ して文化 ･文政と進んで天保 ･森永の寺子屋全盛

期に到適した｣rl)と｡

以上のようを全国的状況をふまえて,｢矢掛町｣における寺子屋の普及状態を開山腺の状態 と照
し合わして記してL̂くO

｢日本教育史資料 ｣によると,寺子屋は全鼠で 15,542ヶ所あり,そのうち岡山県は長野県の

1.541ヶ所,山口県の 1.507ヶ所につぐ1,051ヶ所あり,寺子屋数の面からは,全Eg窮 5位に位置

している.また,総寺子屋敷 15,542ヶ所のFJち元和以前に開設されたものは 18ヶ所で. 19番

目が｢元租元年 (1570)の牌殻に係る都宇部 (現都窪郡 )妹尾町平民矢吹一郎右衛門の学舎であ

め,而も明治 10年に至る前後 508年間継托した ｣(2)寺子屋があるoLたがって,岡山県の場合

は数のうえからも朗設時斯からも発達 してLJ,たと言えるO次に,開第年代よりその普及状態をみる

と次のように推定できるC(襲 11- 1-･1参照 )

元飽元年 (1570)にはじめて寺子屋が開業されて以来,寛政 12年 (18DO)に至る258年

間にわずか 12校陶業卓れただけで,総開整数の 1% しか占めていないので,この時姫日かtだ低迷

状態たったと言えるっところが,文化 文政期把は 1D校, 54枚陶業されており,この時期を境と

して寺子屋は急増 していくOそして,天保卿 こけ 14年間で 155校開業され,轟年平均尉菓激は
9.4硬 と今までとは比較にならないほどのテンポで激増していくのである｡天保軌以降は比願的安
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表 11- 1- 1 岡山妹に別ナる年代別寺子屋幽薬教

開薬年代 由 美 故 鋪薬年代 陶 典 政

元 屯 1 文 化 10 ( 1)

寛 永 1 文 政 54

東 応 1 天 保 ー55 (2)

正 徳 1 l弘 化 76

享 保 寡 永 154 ( 1)

景 保 安 政 181 (2)

宝 暦 1 万 延 29 ( 1)

明 和 1 文 久 ー07 (1)

安 永 元 治 58 (1)
天 明 1 亜 応 167 (1)

寛 政 5 ( 1) 明 治 90

字 和 4 7不 許 14

｣ 合 計 1.051

足 した助 口車を示 し, この時期

が全盛期である｡結局桐山腺に

おいては,増加傾向を示し始め

る時期が文化 ･文政期であり.

全国的な傾向に比べるとほぼ

50年遅れるがその後の増加は

急テンポで進み.天保 ･嘉永 ･

妄政期にかけて全盛期をむかえ

るのである｡

次に矢掛町に･おける寺子屋の

普及状態をみてい くO矢掛町に

おける寺子屋の開菜状態は

表 11- 1-2の如 くである｡

由 ()内は失脚 Tのものを示す｡ 陶 山県教育長上巻jLb作成.

表 11- 1-2 矢掛町に6-･ける寺子屋

名 科 学 科 所在地 開渠年代 廃薬年代 生 徒 数 身 分 寺子屋師匠名男 女

淑 快 食 習 字 奥山田和 安政三年 明治五年 58 8 神 官 江 本 寛 輔

〟 横 谷 村 同 三年 同 四年 50 10 姓 福 武 光五郎

〟 中 村 天保五年 同 五年 55 7 農 山 並 忠 言

無穣楽等館 〟 江 良 村 文化三年 同 四年 80 20 神 官 渡 連 京も
〟 星山田村 元治元年 座応三年 22 5 負 土 屋 八 郎

〟 中 村 寛政元年 明治三年 55 5 A 横 畑 多平治

〟 上高末村 文久三年 同 五年 ム 1 僧 銘 木 明 菜

〟 東川両村 万延二年 旋応二年 50 5 平 民 鳥 越 友之進

〟 萌川面村 嘉永三年 明治元年 58 4 平 民 妹 尾 栄三郎

〟 矢 掛 町 慶応元年 同 五年 dO 40 平 民 児 島 庶 人

〟 本 堀 村 天保八年 同 二年 225 dO 平 民 鳥 越 彦四郎

荘 ) 『日本教育史料 9｣より作成
備考 ) F,J､田郡誌jVCは,上記の他に東三成で赤松元太臥 片山骨平が,

川面村で阿部直太郎が開業していたことが記されている.

まず年代別閑兼敏をみると表 11- 1-2から明らかなように,寛政期 1校.文化期 1校,天保

舶 2校,農永舶 1枚 ･安政期2校,万延期 1校,文久期 1軌 元治期 1校,慶応期 1校の計 11枚

となっているO岡山腺における寺子屋の発展期すなわち文化 ･文政舶以前に ,矢掛町ではすでに2

校の寺子屋が閑菜されている0-gた,中村においては寛政期と天保期に各 々 1校ずつ開来されてお

D･ 2校とも明治初期に至る7Eでずっと剛薬されていたのであるOそのうえ40名,dD名という

-65ムー
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鳥越彦四郎氏の寺子屋で用いられた机
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よう(/Cかなり多 くの出席児童故をかかえていた｡したがって,寺子屋数の面から見ると矢掛町は開

山腺においてはもちろん,全国的にも早くから普及し庶民教育が盛んに行なわれていたと言える｡

次に,表 11- 1-2より学科内容を見ると,11ある寺子屋全てが習字のみを授けている｡馳l

山県においては習字のみを授けている寺子屋が 946ヶ所あり,全体の 9118多を占めてレーるOこ

れに対して,習字 と読書,訳書と算術,裁縫というように2科目以上を挽けている寺子屋も85ヶ

所あり,全体の8碑を占め,庶民の輩求が多方面にわたっていると言えるoLかし,ここでは学科

内容の多様性が見られず,｢翫中耳｣のうちの｢番｣すをわち｢文字の務法 ｣のみを授けたのであ

る｡

また,寺子屋師匠の身分(ri, 11人中8人 (ただし,盤民は平民に含めた)7tでが平民である｡

これを全国 ･県と比べてみると,下記の如くになる.

表 11- 1-5 寺子屋師匠身分比戟

｢一 ~一 士 族 平 民 僧 侶 神 官 医 者 ｢示 亮 .I

矢掛町地区百分比 0 % 72.75 9.09 18.18 0 0
桐山腺 〝 14.85 54.27 5,75 14.88 845 α78

中国地方 〝 25,dd 5占,18 14.19 15.59 lD.15 0.45

任 ) ｢岡山県における慈善救済史の研究｣｢日本教育史原料 9｣より作成

表 11- 1-5よりいえることは,岡山腺にかいては武士 ･僧侶の開いた寺子屋が他地方に比べ

て低率を示す一方,平民の開いたそれが半数以上を占めていること,及び神官の開いたそれが比厳

的多いことである,その原因は,｢花文占年 (1日 d)備前帯の寺院陶床によって僧侶が遺俗させ
られたこと｣(3)及び｢備前軒が寛政時代より手習所を創め,以来各藩競争 して庶民教育を奨励 した

結果,特に平民 ･姓氏にしてかかる教育に当り得るほどの力を持ったものが柴出した｣(4)ことにあ

るだろうO矢掛町においても寺子屋師匠の身分は平民が圧倒弧て多く, 72.75%を占めているD こ

れは細山腺に･右-ける実態を如実に反映 していると言えるた/13うD

ところで,寺子屋師匠の身分と出席児童数の馳係はどうなるだろうかO両者の関係は表 11-1

-4の如くであるO 表 11-1-4

寺子屋師匠の身分別出席児恵数

ー㌻ 了 二 平 民 僧 侶 神 官

寛政年間 罪 55
衣 5

文化 ′′ 男 80
女 20

天保 〝 慧 139

-6581

襲 111 1-4からいえるととは,平民あ

るhtri神官の身分の者が経営者の場合には,

1校･39たりの平均児奄数は 70- 8 0人で,

僧侶のそれ(:C比べると非常に多い3これに対

し,僧侶が経営者の場合には寺子屋数も1ヶ

所しかなく-児童 も7人で前者の古 以下の

敏である｡何故このような癌衆になるかくてt資
料不足のため説明でき東レ､が,先述の岡山県

の実態と弟係があると思われる｡ところで.



姦永年間 一男1 58
女.450

安政 〝 輿
女 10

万延 〟 輿 50
女 5

文久〝 輿女
元治 〝 男 22

_⊥室 5

幽応〝 罪 604ロ女男Id7
(同年間,同身分の場合は その平均 )

荘 ) .F日本教育史炎料9JJよb作成
農民は平民の中に含めた｡

関心が しだし1VC塙くなったのであるOこのことチ-i,

寺子屋が比収的発達 していたと思われる矢掛

町においても,女子の就学率拭男子のそれに

比べると非常に低い｡ほとんどの寺子屋が10

^以下であ9,児島肝人が経営していた寺子

屋のように男女比が5対 2と,女子の就学奉

が高Lh寺子屋は例外だと言わねばならない｡

女子の就学率の低さは,江戸時代たけでなく

学制の発布された明治初肋･にも大きな問題 と

なり,その解決のために多大の努力を必要と

したのである｡

以二とのことから,矢掛町に七･･ける寺子燈の

普及状態を寸とめてみると,次のようになるQ

開展年代からみても,児童数からみても,早

くから普及し,就学人数も多かったo寺子屋

が創設された光政期以降は庶民教符に対する

矢掛町が本陣の放かれた交通のIL#所であb,早

くから高菜が免蓮していたことと関連があると想われる.

(ロ) 小学校の設立

a) 啓蒙所の普及

｢自今以後一一般ノ人民(華士族鍵工商及如女子)必ス邑二

不学 ノ戸ナク家二不学 ノ̂ ナカランメソ辞ヲ糊ス G｣

これは明治 5年8月,文部省から公布された｢学制 ｣のなかにある有名なことばであb,近代学

校'&L雌 を確立 し互いこうとする明治政府の決心を示したものであるo ｢学制｣は,全国を大中小の

学区にかす.まず 55.000余の小学校を設促 しようとしたのであるo このように｢学制｣は小学校
制度を確立することがその中心課題であった｡したがって,近代学校制度はここから出発 したと言

えるのであるO

ところで,矢掛町の掘 していた小僧臓にも小 では,啓蒙所と呼ばれる学制に基づく小学校に類似

した学校が設燈されていたOこか杜,学制公布前の明治5年 5月に県がその設既を各村に奨励 した

こと昨始まるqここ矢掛町(′こかレ､でも,腺の餐肋に並づいて多IltJ寺と観音院 を借 i)て設任されたの

である｡

では,啓蒙所はどのような志摩)で作られたのだろうかO脚 町史では,啓要所は ｢現在の広島殊

漂安部加茂町粟韻で医者をしていた藤田次郎によって設立計画が立てられ｣(5),これを福山藩が柿

の数百政策として組み入れたものだとしてレ､る､溝田の意図比次の如くである｡

管内二啓豪社ヲ続ヒ町村其地形人家 ノ使二従ヒ一ヶ所 ツゝ啓輩師匠ヲ立テ之ヲ

ー659-



啓蒙所 卜名ケ,士姓工商貧やヲ分タス男女七才以上十才二至ル迄尽ク此啓額所二

谷シ,容儀ヲ17-セ文学算数ヲ数-英才智ヲ実地二増額ス｡

窪田家文番 ｢寝.田利発職歴｣

このような意図で溝の教育政策の一環として打言出された啓禁所での教育内容d 容儀｣

礼俵作法)｢文学･井教｣など,｢実地｣に即しれものであった｡この寺子屋から啓蒙所-
の学校制皮の延滞紘この時朗に少年期を生きた本堀村の江木伯助怒義の ｢学事上の履歴｣

(fl二木家文.まをr随心錨｣)に反映しているo彼仕.文久元年 (1841)に生一まれ,明治2
年 (1869)5月に鳥越彦四郎の寺子屋に入門L,初めて ｢文字の話法｣を習っている｡

その貌 明治4年 2月から払 佐伯翁.江木源太掛 こ就V,て ｢四谷の句読｣あるい紘 ｢

十八史略｣｢日本外史｣rl誹義を受けた｡そして,明治5年 5月には妙党寺におかれた
小学校で ｢告諭大息 明倫軸雫｣等の誹鐘を受けたのち,学則による科程を修業してい

る｡学則による科程に糾する教科と軌 ′ト等教則概表で定められてか9,彼が修灘した

11歳 (六級 ･五級)の似合は r地理稔瓢 物理鴇 軌 甘乱 杏樹作文 史学輪鈍

細字速写.矧軌 幾何｣であるoLかし, この規程は文字どおり実施されなかったと思

われる｡明一治7年 10月.には西ロコ京興.3鏑に入学し,漢学･丑 ･井を来修してLハるo

学制の目ざした西欧的な薮育内容以前の舟後の教育を江木伯助はうけたといえようo

また.啓蒙所仕 ｢有志者ノ納f倫 ヲ以テ逐日二相設え｣(7)とあるように民間有春者の番付によっ
て迎営することを蛙前としてかれ この点でも学制に基づく′｣､学校と類似している_a

以上のように.啓蛋所は福山醇に訓ハて施行されていた制度が,明治 4年 11月に成立した深津
県,ついで明治5年ム月に改称された′｣､田県にも受け継がれ管内一円に奨励されたものであるO

｢学制,｣が発布された当鴨 小田原管内の啓崇所は ｢その数 85校,通学児蛍数は5.095̂ ,有志

の寄付I/CJ:る舶立金は54,4□0余円となっていた.｣(8)-iた,｢′j咽 県令が啓架所を小学校とみ-な
すと文部省に報告 した明約 占年5月に紘 188校にも凄していた｣(9)ほど普及したのであるDまた,

明治6年忙文和省から硯鮮t.{果た役人が,｢虐殺FT--文部省モ脚力先手ヲ打 タレプルノ感アリ｣(lU)
と舵いたほど.その目的と1,,い,爽唐といい,学制に基づく小学校に類似したものだったのた.

このように一時非乍削̂=盛んだった堵'&所も明治6年 12月に ｢′J､学ノ体裁ヲ待ルヲ以テ当時建設

スル所ノ四百六校 始テ公立ノ名唱ヲ乞フ｣Ll'7とあるように,明治 6年 2月の′J潤 県の方針(膚蒙

所の′J､学校へのt))りかえ)に基づいて,学'hUに基づく′｣､学校へと切りかえられていくのであるo
b) 小学校の設立

明治5年 8月に発布された｢学制｣と同年 10月に中学区 ･小学区が決定され, これに基づいて

I)孝 枝が設立されることに在ったO矢掛町における小学校は:,明治8年 4月に第四大学区′｣､田煉管

鵬 ‡九番中学区に割り当てられ,ほとんどの学校が寺を仮数場 として設立されたO矢掛町に糾^て

設立された学校は下記の知 である｡

学制の実施にあたって･文部省が′1嘩 校の設立に食も力を荘いだことはすでに述べた通 りであるO

府税においても･文か省の方針に基づいて,小学校の設立と就学の督励に並々ならぬ努力をしたこ

とは言う7iでもない｡ここ矢掛町においても,梯谷村字故知価専下妙虫寺境内に温知最が,奥山町

村観;･ifを境内把持畢i;=校が,というように次々と学校が設立されていった｡ これらの学校が虚卸し

-6占ロー



表 11- l- 5 矢掛町に別,1る小学校の創虚

任 ) 5''J､tB脱史』福武家文滞 ｢明治八年乙玄
二月七日 学区用記録 ｣により作成 ユ
両者で果tr･ろものは '『,J､旧頻史』に1ったO

た閑地は,学校の教員の確保方法で

あり,児藍の就学率を高めることで

あった｡前者は,啓豪所の教員の中

から志願によって採用することとし

解決できたが.後者は当時r)人々の

生活実伴からfEかなか解決できる閲

儀ではなかった｡明治初年にかける

-学校での就学率の変化を示すと.

11- 1- 6の如くLA=なる ｡ ここで

いう就学児燕数とは満 6年から渦 14

年に至 るまでの学齢勺三徒の中で就学

してレ､る者をいい.齢タト就学生は含

-iないことに したo

乗 11- 1- 横谷村三成小学校にかける就学率の変化

480(人)

-i

図 11- 1- 1 横谷村三成小学校にかける就学率の変化
I

l
` 就学児並数 (数字枕就学率 )

不就学児童教

徒 ) ｢第 1号;･桁市史 (三成′｣､学校 ),Ij.I)作成

(備考 ) 明治 5年には,凡100人 (笥78̂ ,女50̂ )の生徒数

図 11- 1- 1より,学制が発布されてから4- 5年たっても就学率比 58解余で半数Lj｣=_の者

が不就学であることがわかるD三成′｣＼竿硬で托開設以来, 5a- 4DaljO桂皮の就学率であり,いか

にして就学率を高めるかが この学校での長大課題でも･1たOこうした状況は単({rT_の学校だけの状

況ではなく.矢掛町(,C.かける全ての′｣､学校が,せた全国 の小学校の当所する紙指でもあ･1たのたO

東進l町にかける小学 鮫での就学率を7117すと或 11- 1- 6の如くであるa明治8年の資料 しかブtい

ので,どのように変化 してい くのかがわからないのが残念である.
～
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衷 11- 1-8 明治8年に糾 する就学者の実態 一'

_TL

止

輩

耕

成

"

孝

等

学

生

文

治

荏 )

就 学 者 敏

罪 1~一言 ｢ 計

% ^ % ^ 争
(44) ll(ll) 45(29)

(75) 15(27) 55(50)

(71) 21(24) 74(47)

(占8') 12(17) 65(45)

()内の数字は就学率を示す D

福武家- ｢明治八年乙亥二 月七 日 ｣に よ 少作成学区用紀餐

菜 11-1-占よD,男子の就学軍は瀧原学校を除 くといずれも70啓前後で比較的高いのに対

して.女子の.&学事は 10- 20%代で非常に低いことがわかるD女子の就学率が低いために全体

としては 50舞前後の就学率となっているのである.したがって,女子の就学率をいかにして高め

るかが今後の逓染毛課題となるのであるD

では,何故このように就学率が低いのだろうかoレ､ろいろの賀田があると思 う-J,;,度菜科の徴収

など経済的負担が大きかったこと壮産婆な蚤因だと思 う｡学制では,学校の設立維持の経柴につい

て払 地二方住民が鮭嘆を負趣する原則,いわゆる｢受益者負担の考え方 ｣がとられていたのである｡
i

そのために,′｣､学校で徴収する投薬料は′ト字数則 (太政官布告 )によって月額 50童乾または25鈍

の等級も認めると定められており,この金額結当時としては高額であった Jしたが って,このよう

な高教の投兵科を払 ってまで学校へ行くことは,当時の庶民の生活状態かもは考えられなかったの

である｡そのため,貧困な家庭の児直からは徴収 しないとか･貧富の桜草忙よ~って数段階を設けて
いた地方さえあ1た.｢旧岡山県は皮薬科を徴収せず,小田･北条県では随意に徴収｣tlg)し,その

軌 ま｢小田ItJ<tでは平均 1人 1か月 1銭 5度,北条煉仕 1蛾 5屈強 ぐらい｣(1功であった｡ここ矢掛町

では,衷 11- 1-7よ9明 らかなように,投薬料は徴収していないのである｡このように投薬料

の徴収比実際上尉雌であD,国から府爪に配布される′｣､学校賢託金は′J､鶴だったnそのため,小学

校総釣の主紫な財源は学区内地金 (学区内の各戸-の賦払金 )と寄付金にたよる他なかったのであ

る.このような状態は矢掛町においでも全 くその通bであり,明治8年の公学費歳入額と各項目の

百分比を示すと次の表の通 りとなる｡ √

表 11-1-7 公街幾歳入額および盲分比 (明治8年 )

瀧 原 学 校 止 倍 学 校 胤 聾 学 校
金醜(円)ー百分比 金額 (円) 百分比 金額(円) 百分比

学 区 内 集 金 9aO 95.dS 75.0 9占,06

.寄 附 金

蛭 薫 蓬 莱 料

L里 託 金 ll,521 .1n,-2占 I2.L9n q2:｣9 5.072 5.94



100.775

112.296

入 金

三より繰越高

江)福武家文番｢明治八年乙亥二月七日 学区用絶食｣把より作成

この葬にi:ると,国から府県に配布さ11ろ事託金 (文部省扶助金 )紘,明治8年には多くて 10

飾余.少ない所では 2- 4藤t,Cすぎず,E.れI/I-.I.1して学区内払金E,195蕗前後(′こ及んでいるO文部

省年報によると,｢委託金は明抱占年にLri:約 15多,明治8年にEct約9虜に過ぎず,捜藁科 も約4

多程度 ｣(14)であ.b,これに対 して｢学区内娘金lt明治占年に約 45%,同8年でも約 50車に及び,

寄附金がそれぞれ 19車 118%｣tJ5)となっているDこのことからすれば,矢掛町に別する′｣や 枚

では安耗金の占める削合が非常に低 く.教市税ともいうべき学区内集金(J{依存する割合が非常に高

く歳入'LFiの90番以上がこれであるOここでは,この学区内敷金がなかったならば学校を設立し維

持することはできなか ったのだ｡結局.学制肋に舟Vlては学校の設立と維持VC貸する軽少は主とし

て地方住民の負趣によるものだったからこそ,貧しい庶民にとっては学制の実施による経済的負担

は韮いものだったと考えられる｡このように-方では駄学を葡励し,他方では極めて重い総研的負

担を負わせるという矛盾した政策を取 ってVl九のが,学制期である｡この矛盾Lfr_状況む研消する

ことが設題となるのであった｡ (岩崎 幸子 )

荏(l)『日本庶民教宙史J石川｡読者 T'･58占 (9) 同 上 f'1847

(2) 『開山鼎教侍史凄上巻 (18)同 上 D.847

(5) 打岡山県下lこ封ナる慈沓救旋史の研兜tJ!守屋茂著 (ll) F',J､田搬史j p.185

(4) 同 上 (12)教育時報'72年 明 9月合併号｢学制

(51 『備中町史 本刷 ロ.846 発布当時の桐山嬢の教育 ｣T)･46

(a) 同 上 〔l.846 (15)同 上 D.46

(7) F′｣､田県史旦 T,.182 (14) F明治の教育,g仲新著 D1128

(8) 『備中町史 本編 』 ｡･8日 - 847 (15)同 上 TL 128- 129

(,) 小学校の設立と教育財政

1871年 (RJ]冶 4年 ),文部省が創設され, 1875年の徴兵制.地租改正とともに,明治維新の

5大改誰といわれる学制が, 1872年に発布され,近代公教育が始-まった｡

1872年 8月2日,明治政府は｢学当機 励ICT刈する禎仰出詐｣を地 し一国民V(一新教帝の内容を指

し示した.

これVlよると,窮一一に,字間,数育t/Cおける軸 的な身分差･不平等差を否定 し,教育の機会均

等をすべての国民に【剃くものであb,窮二に,学問,教育の目的を実学の修柳 こかき･窮三に･字

間は,国家のためにするものでなく,その身を立てるためにするものであることから,学費などそ

の綻柴を国民各人の負担 とするものであった｡
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さて,明治5年 8月 5日,この学制が発布されてか

ら,どのくらいの期間で矢掛に学校が設立されただろ

うか｡

衷 11-1-8からわかるように,東三成で絞.価

広学校が明治 占年 2月5日に設立,奥山田村では輩絡

学校がu)｣冶6年 ･',月20日に設立,中村では止倍学校

表 = -1-8 ′ト学校の創立時欺

明治6年 2月5日

〝 占年 5月20日

ヨ旦月j且

福武家文事 ｢明治8年乙亥 2月
7日学区用記命 ｣

が明治7年 12月 5日に設立されている｡

小田県は,･学制の全面実鵜のため,明治6年 1月に･学区取締を任命 し,同月｢小田原′｣､田小学

校規条｣を定め,県内に通知を出す (′J咽 郡誌下巻貌 8輩教育 )が, この通知のわずか 1-2か月

足らずで学校が設立･aれTいる｡

これらの学校恕設立せしめた物JE的基礎である学校建奥乱 数見給料.学祭の教育諸蚊用は,

｢学･*奨励に関する礎仰出番 ｣にみられるどとく,ことごとく人民からの徴収であ･-'たが,それで

紘,人民 1人当 りどのくらい教育兜 として徴収されていたのであろうか ,

弟 1I- 1-9 教育稚徴収秦

鮎 二 ･ 一_●:･ '':㍗ : ･ロ ･ ' ･ . 1. -̀

(｢明治占在 学錐新築会計将莫酉 4月ヨリ｣)

衷 11- 1- 10 教育費徴収表

5 5- 1 8 2-5金敬 銀以下 10 0...-20 2 一一.50 50--40 40-.50 50--60 ム0-70 70-.-a] 80--90 90--1円 1-.-2

(鳥越家文懲 ｢明治7年,J嘩 校焚金取立帳小十九区本凋村 6月 ヨリ｣)

1- 1-11 教育輯徴収表0--.EI一一 50- 40- 50-.- 占0- 70-.- 80J-2050 40 50 占0 70 80 90
(鳥越家文書｢明治 7年小学校資金取立幌′ト十九区本堀村12月 ヨ･)｣)

衰 11- 1- 12 教育費徴収蓑

40..-5D 50-- ム ー- 70 8占t] 070 80 0-列〕 90--1円



(鳥越家文笹｢明治12年御半年草津非,11年度別残収薄′J佃 郡本堀村 ｣)

衰 11-1-1orは,明治6年,矢掛村での人民からの学費･新築焚徴収の金缶を集計 したもの

だが, 1口銭以下が 14人, 20- 40銭が 15人 ,かどろくべきことに, 1円～ 5円の徴収が26

人と一番多いことであるo (このうち, 1円～ 2円が多ho )

表 11- 1- 10,明治 7年本W.村の′)､学校ii金取立を見ると, 6月から半年分の徴収であるが.

5銭束縛から58銭Iiでの徴l附 く平均で･あろう｡また, 50銭から50銭 までの徴収 も少なくないo

また, 1円から5円の徴収も2人いる｡

12月/jlらの半年分でみると,5銭から50蝕までの平均的徴収紘変化(r_t7ないが, 5銭未満の撤

収が 2人に敵救している｡-1た, 1rJlから2円の即収･/)概 加 している0 5円代もいるD

次に乗 11- 1- 12の明治 12年の教育費鰍 薄をみると, (この時はまだ矢掛に(･i｢教育令｣

はかbていない ),5銭以下が大多数であるOそして, 5皇史から50域の徴収が平均的であるっ し

かし,40銭から58純一でも少太くない｡また,dD蝕から5円7tでの徴収も少女いたがらある.⊃

明治 11年の有業者 1人当りの年間所得が 21円,したがって1か月 1円75維持碇で人民は生

活していた.(日本の歴史中 井上清若 岩波新書 )

だいたい,明治初年から大きな変動がたかったとすれば,これ以上の生柄をしていたとは考えら

れないから,これを目安に見ていくと,先に乱計 したように,矢掛村では.半年分の徴収が 1円前

後が一番多かったが,その 1か月分け, 16鎖 7噂とたるOということは,平均的人民ならば.1

か月の生活幾の ?･5%が教育加のために故収されていたことにたる｡ 20軸から40銭が次に多か

ったが,2- 4多の徴収率に在る.,

明治7年の本堀村では,50銭以下の徴収が多い｡

明治 12年本磯村では, 5蝕未練 50人が大多数だが,しかし, 50鎖 までの徴収 も42^で多

い｡しかも,50銭以上の徴収 も 11人ある｡

表 11-1- 15 学枚収入内訳葬

≒ 二_±

i

← - / - lL

鋸

明治と年

//8年

〝 8年

初 出(dlP庄
より畔 越金〕

合 計

172円45鋲6度

112円29鎖占厘

96円10銭
7厘7毛

(福武家文訴｢明治 8年乙亥 2月7日 学区用記録｣)

明治6年の横谷村での学校収入蛇の内訳をみると (表 11- 1- 15).区内典金 157円5銭.

国からの委託金 15円58銭 d庫である｡また,明治8年では.東三成で横金利子 100円 77銭

5鷹.委託金 11円52銭 5厘,中村では,学区内集金 45円,｣､高賦課金 45円,委託金2円10

銭 7厘 7毛となっているO
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表 1I- 1･- 1

村 名 教 月.緒 給 料 営 繕 封
給 料 (小便 )

横 谷 84円 20円 25円

東三成 72円 5円70銭 18円52銭

4 学校経蚊支出内訳表

谷津 ･器
械 人 数

0銭7度5毛(内
銭1厘5硫 )

円10銭7厘7毛戯 b)

(絹武家文='Jr]n抽｢学区用配魚｣)

これでみると,国からの委託金は,収谷村の学校敢全休の9飾足らず,東三成で 10Tv足らず,

中村で2%足らずであったO政府からの援助金は,･ほんのわずかであって,そのほとんどが,人民

の過 こくを自己負担であったDLかも不足金は ,横谷村で 15円51銭 4厘,中村で5円 10蛾 7

座 フ毛,束三成で5d円9 1銭 1厘 5毛もの金鉄にのぼ り,設立当初から,早 くも経営的難の様相
を示していたO

せた,学校経丑支出でみてみると(衰 11- 1- 14),教員給料の割合は,横谷村で 187円

70妾娃中84円-45飾,東三成で149円20㍍ 7厘5毛中 72円- 48弟,中村で96円 10

銭 7度 7毛中56円-58秀であり.高わo

-このように,学軌 新車if,教員給料までも̂ 民が全面負担をしいられていた｡せめて教員給料

だけでも′国家が負担すれば.かなD負担が磨 くなるD現在においても,教員給料の50帝しか国

家は援助していたい.

明治 10年,本堀村で比,村喪 420円52銭 1度*,教育費は86円 77威 9厘と村数中の5

番白に多額の飲用としてあり,相生中教育幾の占める削合比,20%ほどであった｡
学校建築&,並びに芋虫が非常vc高 く,しかも,地租改正(n:よって.地租として生活鍵の 5-4

割i･徴収され,地方税そして地主にも一定敬支払わねばならず,それに加えて,教育費徴収という,

人民は過こくな生活をしいられていたが,ここ 衷 11- 1- 15 学校別就学生徒表

忙かいて,就学生徒数枚どのくら●vlであったろ

うか っ

衣 11- 1- 15からわかることは,明治8

年から明治9年までの 1年胤に,相原小学校比
7名生徒が増えてV,る｡

止信′｣､学校で総.明治 8年から明治9年まで

は生徒数に変化はみられない｡

明治8年だけみると,放尿小学俊では,約50

車の就学率,止信′｣､学校では約50多の就学率

であった｡

就学生徒数 明治8年
学校名 (不就学 )(村名 ) I明治9年 7

瀧原 (東三成 ) 85(ー55) 70

止借(ヰ 村 ) 55(54) 55

縫描く浅 海 ) ? 50

湿免 (横 谷 ) ? 75

壌柵 (奥山田 ) ? 58

有本 (本 堀 ) ? 25

有秀(矢 掛 ) ? 185

許文(江良村 ) ? 58

摩 誓 E笠 芸年学区用記恥 ,Jd 郡-q)

-666-



全国的にみても,明治8-9年は,ほほ学制が定着 した時期であり,明治9年の全国的な実貿就

学率は, 2&7%であったo (｢明治維新と現代｣連山茂樹老 若波新帝 )

これと比べてみると･明治 8年の放原,止la,J､学校払 全国なみ上b少し上まわっていたといえ

るD

明治12年,教育令が出され,腰 15年改正令が出された｡

岡山県は･これにあわせて,明治 15年 5月5日をもって岡山県公立′J､学概則を定め,これを布

適 した｡

その結果･国家の補助金は明治14年から廃止され しかも,受益者負担の原則は耳かれたため

に･教育軟の村艶に占める位置が大きくなり,全国的に払 明治 15年には,村鞍中第 1位を占め
るようになった｡ (｢教育敦 ｣相沢英之著 )
このようにして･明治 5年.学制が発布されて故年後卜:紘,ほとんどの学校が設立されていき,

就学率においても･全国なみの28･8%を上せわることとなb,学制体制が定着しつつあった｡

E) ′)＼学校数背の確立と教育財政

明治 19年･文部省は小学校令を出し,小学稜を義務教育化 したD

この小学校令は･対外的には条約改正の問題 をかかえ,諸列強との鍵争忙勝らぬかねばならない

として･国家主轟を喚起させ･しかも･Eg内にかいて自由民権迎勅を圧迫するためにも,教育の力

にかいて.人民をつくり変えなければならなかった恨勢のもとに出されたものであ ったDゆえに,

学制の ｢人民のための教育 ｣理念カ.1ら｢国家のための教育 ｣理念にうつb変わっていったO

明治25年'政僻は｢教育二馳･スル勅語｣を制定し,その思想は.焔教的家族iTj怨む説き天皇が

虫高の道徳的価値であるとされ,Lj;j民梢神を支配 しようとした｡

国家主義を広め,天皇箱峨 一個家の飛印的拡充を教育の融で押 し切ろうとした｡

このようを情勢のもとで,矢掛の小学枇 学制以来の凶難を挫首をどのように東bきってい1た

だろうかO

明 治 2 5 年 迄 テ局 浩 諺 ㍍ 字 J.LL_⊥｣(声こ井862.04

明 治 2 4 年 A ? /;, 請 .SH 払 二 ∵ 三 乙 894.4̀

明 治 2 5年 -
1弓 だ 誓 2勺歌 ㌃ 二 字 二 カ

明 治 2 6 年

赦島牧

(『小田村村会関係専攻』｢決井報告｣))
図11- 1-2 教 育 安 の 向 上 1
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明 治25年
明 治 2 4年

†
教育費

1276.712

∃127芸
■■

図 11- 1- 5 教育費の 向上 2

(｢三谷村村金会議顛｣)
図11- 1- 2 でみると,明治25年から明治2占年までの′J＼田村村食中の28多から55珍

が教育資に当てられている｡

三谷村,明治25年 ･24年の村数中,教育資は, 28多と50帝を占めているo

明治 10年,本堀村の教育幾 86円 77垂曳9度 と明治25年から26年の小田村の教育史 254

円16銭 7厘から290円87銭9厘 とを比べると.教育製は,5倍から5,4倍化 し,教育資の鹿

対的金額は大きくなったD

明治24年は,｢教育二関スル勅語 ｣が ,′｣＼田県に通達され (r小田郡誌下巻 』)たので,その
影呼で教育史が増えたのであろうD′｣＼田村 ･三省村両村で, 2- 5多増えているO

また,この時の村費中,小田村 ･三省村両村で,役場鰍つ次に多額の出資になっている｡

明治25年,三省村では,′｣､学校授業料を項高は, 表 11- 1- 16 度薬科徴収表

50銭から約 5銭おきに 10等に分けて徴収 してい

たDしかし,かなりの人民負担であったのであろう

か,･明治 24年 1月7日｢三省′｣､学校授業料等差改

正決酎 ｣をも--'て.墳高50銭を27銚とし,也

下は表のどとく約半坂に低下させた｡
明治25年,三省村では. 1人当b年平均 1円20

銭徴収が,明治 24年には, 1人当り年平均78銭

5厘 9毛と約半額の徴収にを-'た｡

しかし,明治24年度学校投薬科は,予耳板の

207円20銭に対 して,実際は 141円 46鎖 2

厘 しか徴収できておらず一実際は 68%の納入で し

1 等 50_a 27銭
2 〝 40 22

エ 〝 55 18

4 〝 50 15

5 〝 25 12

● 20 10 l

7 〝 15 8

8 〝 10 + 7

9 〝 7 + 占

｢ 三 谷 小学校授業料 等差改 正決議番 ｣

明治 24年 1月 7日による｡

かなかったO (｢′J咽 郡三谷村明治24年度歳入紺32報告表｣)これでもかな_bきつい授業料が人

民に負担になっていたことがわかる｡

明治25年,三谷村にかいて,学齢人見 502人中211人が就学生徒数であって,就学率は42

%であったO

それでは･山田小学軋 'Cおける教育鋸は,ど')ように禁化 したであろうかD

図 1 1- 1- 4は. 明治 5 0年か ら明治 5 7年までの相銀中 ,山田,J嘩 校数がどれだ

II

-688-



†
敬常澄

図11-ll-4--村 費 にお け る教育 焚の割合

(｢山田尋常高等′｣､学校沿革史｣)
けであったかを示すものであるが,明治50年, 51年では,村費の約半分もの高い割合を示して

いる.明治55-57年からは, 54- 59%に TLり,少し減少しているa

明治 50- 57年 (山田村 )と,明治24･-26年(小tiJ村 )の村敢中の教育銀の占める割合と

比べると, 10飾～20%軋 教育銀の割合は増加 している.

ここに,｢,)､学校教育幾国庫補助｣を要求する国立教育連動の発展の必然性があった｡
市町村立/｣､学校教育兜国庫補助法は,明治 55年yC制定され,教負の俸給の一部にあてられるこ

とになった｡

また,明治55年,文部省仕,小学校令を出し.投薬料を廃止し,近代初等教育の5原則の 1つ,

｢義務教育無償の原則｣が実現した｡

山田小学校in:おいては,5年後の明治 5占年rc,捜薬科廃止となっているO

表 11- 1- 17 就 学 率 の 向 上

明治20年 5~T T l;~171E281

975_29L,]12二三[
座有l5..EI5:2L55]5毒~'55T亘Li中8ILS..芸t2(･dLl."_L8･,I25頼.8(2.E･.21王._6J
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拭学生徒数をみてみ上う｡

明治 20年は,就学率 58多,明治 21年は50L7V,明治25年は 占4%であった3児費軌i,

明治20年 175人から明治2占年 529人までは増加しているが,明治 28年 248人から55

午(･JCは218人と少しずつ淑少 しているoそして,明治55年以降仕.210人観 になっているO

ここで任目すべきことは,明治 5占年以降の就学生徒数の変化であるo

lu馳小学校では,明治56年に,授業料を廃止 したわけだが,その後の生徒数に,ほとんど変化

がみられ夜い｡r

すると,明治50年代仕.特に,明治Sd年以降は,就学率は8°-90%に近かったのではな

いだろうか｡

このようにして,矢掛(･{おいて,教育戟増.就学生徒数増,義務教育化が進行していったo

(倉橋 義範 )
L

l■

的 学校教育と世代による社会想詠の相奥

学校教育の変速vrよる意取の変化をテーマとして,政府の政策と故科誹 )変遷とによって被教育

者の奄旅はどのようVC形づくられたかを調査 したo｢また教育者は,どのような意鞄で教育活動をし

てLへたかについて.峨前の教育者を簡単に調査したO主tr,C収b扱ったのは,社会科的をものと道徳

的なもの,及び.現在の教育を敬bまく様々を条件をどのようにとらえているかについてである｡

ただし,教育をとりせく条件につV,てltl,調査内容が小学生にむつかしいこともあって,ここでは

取り扱わないことにした.

調査対象は,矢掛町内の占つの小学校 (矢掛小学校 ･川面′ト学校 ･三省小学校 ･山田′｣､孝枝 ･契

川小芋校 ･中川小学校 )のd年生, 199名と,1920年から1955年までに生まれた両親の

世代 (今後中年層と記述する)と, 1902年から1916年までに生Iiれた祖父母の世代(高年

層⊂記述 )の199名で合計 598名である｡

史に.-/ンケ～ト未回収地区 より4名 (美川 ),矢掛地区よ92名を調査 した｡教育者として,

川面地区 ･三谷地区エ95名を調査 した｡

調査期日は. 1975年 7月20日から24日にかこかった｡

調査方法は,ア/ケ-トとそれを補う個別訪問,聞き取り調査である｡

アンケート内容

調査対象者の年令,現在の職英,義務教育を受けた時の家庭の磯典,最終出身学校

任意事項 太平洋職争より前に義務教育を受けた^･･･,敗戦時及び現在学校教育やそれをと

りまく社会事情についてどう考えるか｡

戦後義務教育を受けた人･-･現在学校教育や,それをとbまく社会事情について

どう考えるか｡

[司 学校教育について(主に社会科と道徳教育について )

1･ 現在おこなわれている学校教育をみて,何か不満はありますかO
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2. 社会科 とは何を数える故料frIと思い･LトトかJ

a.ESI家に対する愛惜を育て,TELh幽民的自覚をもって,国家･社会の発展につくす態度を

育 てる｡

b.社会を科学的に見る力を凍 う:

p.その他 (

5･ ｢日本の歴史のはじまり｣の記.述 としでどれが適当だと思いますか｡

a.神代の神話,伝説 よりせ く (大冊大神 )

b.考古学的に古 く(採収経済から水稲混培へ潜行する中での社会の変化,発展を発掘調香

などで )

現在 どう思 うか ( ) 放槻時に とう!且｢ていたか ( )

4.楠木iE成 とい う人物を知 っていせすか｡-Ltた知 1ているなら,何をした^かも覚えている

なら蕃Llて下さい.

.･1.知 っている

h.知ら夜い

5･ 日本の歴史上 ,TfJJ北朝時代 と ▲うのか鼻()ますが,頼朝,｣塊]のとちらか-))Iが正統てあ

るとい う論議をどう思し･)ますか｡

a.南朝が正統

b.北朝が正統

L:.どちらが正統 ともいえなしへ

現在 ( ) 敵機時 ( )

& 太平洋戟争比かぜかこったと思レ､7fすか｡

現在 (

敗磯崎 (

7. 広島と長崎忙原爆が落とされたのはいつか (時刻まで )知 ってレ､ますかO

広島 年 月 日 時 分

長崎 年 月 日 時 分

a 原爆Jjiをぜ落とされたと思いますかo

a.職争を紘一やく終 らせ,7メ1)カの 粁年が命を落とすことがなく漁るように

b.概後C)日本支配の主串権を了メリカがにぎることと,核兵器の^体に及ぼす影坤を調査

_671-



するため

C.その他

現在 ( ) 敗戦時 ( .′ )

?･ 日ソ中立条約 (太平洋中電争時 )が破れたわけは何だと思いますかこ

現在 ( )

敗槻晦 ( ) n

10. 日本で占領され独立を失 f3:った噂があると思いますか｡

ll. 砂川舶争,安矧淵争を知 っていせすか0

12･ 日本国忍法の内容を知 っていますか｡また知 っているなら,その主な柱托①主権在民,㊨

基本的人権の尊重,③戦争放棄の5点ですが,どう思いですか｡

12'天台は象徴として規定 されているれ どう思･Jlますかつ

現在 ( )

敵機時 ( p )

15･｢君が代｣の歌の意味を知ってい-1すt･｡

14･｢君が代｣を学校数背の一項として歌 うことをどう思lハますか｡
硯在 ( )

敗戦時( )

15･ 歴史上で,好 きな人物.串敬できる人物名とその理由

現在 (

敗戦時 (

16･道徳教育と旺何を数えるのだと思い-iすかO

現在 (

敗戦時 (

回 数背を取 りまく状況

7/ケートをとったが′｣､ご;雉 にi･･1-むつか しいこと等で利用しなかったので省略するO
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アンケートの回収車仕,末LLil収の莫川′ト学校と中川小学校を除いて,′J＼学生 占5名,中年層118

負,高年層 47名で,全体として79.2か C'あった:

匡定数和音の変遷をr日本艦史 J別巻 1の｢触見な汀の歴史 ｣(松島栄一普 )でみると,明治末

年から鵬和まで次のようなものがある｡

r小学日本歴史 J (1904年から19O9年まで )

r尋常′J､学日本歴史.i(19 10年から1920年まで )

r尋常′J､学国史 J(1921年から1955年7tで )

rd-常′J､学EEJ史 J(1954年から 1959年7tで )
r′J､学国史｣(1940年から1942年 -:iで )

r初等科Ei]史 ｣(1954年から1945年まで .)
rくにのあゆみ ｣ (194占年から1947年まで )
上って.ここで関係してくるのは, !'尋常小学風史,HIJ.降の国定教科#･及ひ.現在の枚定教科油

であるD

学校教育内容を知る上で,赦科嶺は韮畢な手かかりであるが,個別訪問より明らかに -なったとこ

ろをみると,昭和 1占年頃より科 目としての投男 Lb,間中教育,軍か訓練,食料増産の手伝い等

の記憶がほとんどであるので,この頃以降,教かJiはあまb利用されていなか ったようである｡

で比,具体的に7/ケートの趣旨とその結果をどう見るかを明らかにしていこう｡

) 現在の学校教育JrL対する認識

r現在の学校数軒'C対する不満 ｣について,

小学生の場合,現在自分が教育を受けている

わけだが,｢不満あり｣と明確把答え/{_もの
は 16.9多と少なt.̂｡その内容には｢もっと

遊びたい｣｢硝版が多すぎる｣｢朗のい-I/.人
中心の捜粂仕いや｣｢わかる良尭忙しでほし
い｣｢休み時間が短い｣｢登校時間をお･くら
してほ しい｣｢先生と話す日射鋤 ;少ない｣等
をあけていろD中年屑 ･福年屑では｢不湖が

蓑 11- 1- 18

現在の教育に対する不満

中年僻とは 1955年から1948年までl/C
生まれた者を,高年層とは 1915年から

1929年までに生7tれた者をさす｡

また触EDj答 の中には｢わからない｣と

名:えた者 も入れてあるD

ある ｣と｢不満がない ｣がほr2'同教であるが,

触回答が 59.8% , 494帝と多いD中年層 ･.5年厄の不備の内容壮類似しており,その トップに

｢道徳教育の欠如｣をあげている｡ これ(･1,中･q袖 では ｢不満あり｣のうちの50番を,鵡年屑で

は 90% を占めているD この｢道徳致背の欠如 ｣とい う感想が,どのよう友実態に対 して出されて

いるかを個別訪問の解答を参考に してみると.｢吉葉や動作,服装が-デになっている｣｢忍耐九
意志.がまんをすることが足 りない｣｢0 .人十肘滞 い ｣ということがあげ られてか9,良 くする
ために｢子どもを甘やかさず.道徳で^間色･つ くっていけ ｣とい う贋望となって表われていろ｡こ
の中年屑 ･;rl.#･屑の不絹は.戦後教育の一面に対する批判 とみてよいだろうOその反面.q'年層の
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｢不満｣のうち2占留は,職前の教育を脱して進められた｢教育の民主主義化｣の不徹底な部分に

対する不満であるO これには｢能力別封成 ｣｢教師と生徒との交流が少ない｣｢社会のTt実が数え
られてレゝない｣｢匡尿統制が強くをっている｣｢高校が政務教育でなし､｣｢教育委員会 ･lJTA｣

等忙対する不満があるO

これから考えられること払 ④′J､学生の嵯合比べるもの経たく,自分が現在受けている教育に対

して具体的な不満を示しているD⑦高年伽の場合比較的落ちついた時代に受けた教育で,現在の情

勢の中で･その影僻を持続させている｡③中年層の場合,道徳教育は強化されたが,動揺 も激しい時

代に義務教育を受けたので,その影響が持続している者と,打ち消されている者の両方がいる｡④

小学生の不満と中年層の不満のうちの後者とIji因果関係をもつものもみられる｡

t)'1 社会科に対する認詑

｢社会科と紘何を教える教科か｣につ

いてどの世代でも,aの｢45年小学校

学習相称凄領社会科｣の示している目標

が過半数を占めている｡次に多いのがb

の民間教育団体で出している目標である｡

r･の解答の中味vJ(-は,′J＼学生では｢現代

のことを知る｣｢郷士を知る｣｢日本の

表 11･-1-19 社会科とは何を教える教科か

江)a.10.Cの内容については,｢7ノケートの
内容 ｣の所をみること｡

歴史1･知る｣｢世の中のしくみやようす,国7)ことを知る｣o中年層で比｢社会のくらし方,しく

みを知る｣｢一般社会の常識を身につける｣｢日本の匡の発展を知らせる｣｢社会の番付'/11知 り .

自分なりのそれに対する考えをしっかりもつ｣｡高科卓で止｢住みよい世の中.楽 しい世の中にで
きる臓 ｣｢社会に出て役立つ勉強をする｣｢民主主鈍の徹底 ｣格がある｡

小学生の場合,地球 ･歴史 ･政経 を 合わせた社会科を想健して,それらの知識の姫神を目標と

してとらえている｡中年層 ･高年属の場合は,値身･地理 ･歴史 (後国史 )等を合わせたものを社

会科ととらえつつ,行劫 (生活 )のための知執のろ新等をEl標としてとらえており,小学生が｢社会

の見方女-#う｣ものとして社会科を位骨っけつつも,それらの知牝が生活にどのように反映 して く

るかについて.jLで考えを深めていないのと対称的である｡

C) 日本の歴史のはじまりに幽する認辞

表 1I-1- 20 日本の歴史の仕じまりの相 について

a b その他 無回答 .

_墾 在 45,1(勅 30.8鯵) o㈲ 2&.1飾)
現 在 52.2 44.9 0 22.9

_些戦時 81.0 26.5 0 12.ム
過 .荏 44.7 21.3 2.1 5一.9

(荏)現在とQj:現在どう思うかという意味で,敗戦時とは放吸晩 す

なわち申牡前の故育め影尊下にあった時どう思ったかという意味である｡
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｢日本の歴史のはじまりの記述｣につL̂T,′｣嘩‥生は ｢日本のVj:じまわを神代の仕じま少から甘

く｣というaが 4511蕗. ｢考古学(,Cもと-}いた都築より省く｣というbが5018帝となってレ､る｡

中年層 ･高年層の場合,中年属が現在考えるのは ｢考古学にもとづいた記述のほうが多いが,他は

すべて｢神代のはじまりから番く｣のほうが多い｡更に_,他紙時1,Cは,中年層で 占1.0多,高年層

では 4i8帝と高率で｢神代のはじまりからせ(｣と解答 してレ､る.,史実として比.｢考古学的に
I

甘く｣べきであるのに,なぜ｢神代7)虻じまi)から.gく｣という答えのほうが多いのかo これには
二点考えられるOその第 1は,教科抑こおける仲良きの御活であるCその筋 2ほ,個別訪問の答えの

中にあらわれているOその例として,｢未来の歴史として(･･-1考古学的なものでいいわけだが,神代
の比じせりから青くの比夢があっていいのではなVlか｣｢日本の神話は民話とともに.何らかの形
で残して継東 していきたい｣といったものである｡1また｢神代の壮 じせりから%I:く｣という中に,

峨前の｢日本の歴史比神代から始まる｣という意鈍が現在も根強 く残って卦り,戦後の考官学,磨

史学(1:もとづいた社会科への移行を麻紀 しつつも,aのほうに心情的に支持をよせてレ､る.浪年屑

が現在｢神代の歴史から記述する｣を44･7年の私事で支持していることに関して,割合比不明だ

が.峨前の教育の彫皆を受けつぎ,aVC疑問を感じない部分と,bを支持しつつ心肺的(,(aK支持

を寄せている部分の両方があると考えられるL,

dJ楠木正成と南北朝に関する認識

襲 11- 1- 2 1 楠木正成について

知 っている

表 11- 1- 22 南北朝ItJ鹿論について

ちらともいえない,
M._4_生_Q_(_%LI
4占.6

無回答

楠木正成について,小学生は知ってレ､る者と知らなレ､者とが半分ずつである｡ところが中年層 .

高年屑では圧倒的に知 っているOその中でも芯年眉は9 1･5虜とほとんどの^が知 っている｡又知

っている者に｢楠木正成は何をした人か ｣とLhD問いに,小学生は全良,具体的I,C何をした人かを知
らない.それに反 して稗 屑でJyi｢後r-uJyJJ天皇の時代の武将｣｢赤坂城 ･千早城にこもった人 ｣
｢建武の新政に力をつくした人｣｢幕府をたかナたたかいをした^ ｣と認識して:B･り,高年層托中
年層の記馳IC｢忠臣愛国の人 ｣という蘭旅がブラスしている.この三世代の認識の迷いは'以後の

15･14･15･18(7/ケート番号 )の調査でも襲われている.
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酌 ヒ朗のとちらが正統かという閏に小学生が｢南朝が正統｣ 12.5aA, ｢北朝が正統 ｣118%

と似かよっているが,｢どちらともいえない ｣が40%,触回答が 519%と在っており,｢南北

朝問題はどちらが正統ともいえない ｣という認織をもっているものが半分近くあるわけだが,南北

朝時代を歴史認識としてとらえきれていないのだろう｡これに此べて,楠木正成についてよく知Il

ている中年層 .高年層ではどちらも現在 ｢南朝が正統｣という答えが,｢北朝が正統 ｣という谷の
2倍ないし5倍を占めているっただし.両者とも｢どちらともいえない｣が4占.d帝,54.0帝と

大勢を占めていること(′こ比変わりないD ,

(5) 太平洋槻争等VC的する訟赦

｢太平洋峨争は73:･ぜかこったか｣｢広島 ･長崎に原爆の落とされた日はいつか｣r原爆はなぜ落
とされたか｣｢日ソ中立.条約の依れたわけは何か ｣串は,窮二次世界大槻時の状況をどのように理
解 しているかの調査である｡

残念ながら小学d年生は,学校教育でまだこの時期まで学習してい75:いので細 谷が大変多いo

また高年層は, この 1950年代頃には兼務教育を終了しているわけで,国内の新開.ラジオから流

される報道等での知識が,当時の認旅であり,現在は.それを基盤として,その後のマスコミの影

呼より成9たってLnるO中年層はまさに 1950年から1945年頃に奔放教育を受けた世代であ

るD以上のことを考慮に入れつつ,まず｢太平洋磯争はなぜ二かこったか｣につレ､てみてみよう｡

表 11- 1-25 太平洋俄争はなぜ かこったか

日本の野望 外国の野望 国と国との対立 そ の 他 無 回 答

′J､学 生 現 在 i.2線 ) 1.5㈲ 7.7(御 5.1%) 8 T.5%)

中年層 現 在 12.7 a.8 a5 a.8 75.2
敗戦喝 ー6.1 4.2 4.2 2.5 77.2

高年層 現 在 17.2 8.5 8.5 12.1 87.9

解答は無回答がだんぜん多 く70～ 80%となっているOこのことは当時も現在 も,太平洋戦争

のかこったわけをつかんでV-,ないことを意味するD何らかの解答を出しているものについてみてみ

ると'どの世代も｢El本の野望｣と杏えた者が多いD｢野望｣とい う中には,一番多い｢大東艶共
栄鞠の樹立 ｣と｢外国-の駿略 ｣と｢軍国主弟の早計 ｣を含む,つtb,野望といっても,｢侵略
･柵民地政策 ｣と指摘しているものと,｢東洋の平和のために｣と答えているものと｢一部軍人の
しへきすぎ｣という三稚頓があるo｢外国の野塵 ｣ととらえてレーる者には.｢外国の経済封鎖｣と｢

米英の授略 ｣をあげてしつる｡｢国と国との対立 ｣とは.言葉どおり｢国と国が対立 して軟争になっ

たんだ ｣ということで,その原因に7Eで言及していない｡その他の中では｢人と人が信じあえなか

った｣｢感情対立｣というものが主なものである｡
放職時には,｢大東亜共栄圏樹立｣と答えている者が多いが,｢軍国主義 ｣｢日本の侵略 ｣｢不

瀕気の愉各を求めるため｣の解答もどく少数あD,当時の政府の教育政策 ･情宣が末端まで確喪に

侵透 していない部分があることを示している｡
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表 11- 1-24 広島 ･長崎に落とされた原爆について (時 )

知 らl.'L･い

2126)

12.7

5JI.1

広 島

答

ご ':

知 っている

11.9

&5

(任)時を知 っている者に対 してVi,具体的に年月

長

知 っている

訂 垂 答

5_a_5g)
65.4

55.5 F T

答

?.｣鰍
5.5

2.I
日,時刻をか てもらったところ

正解答の者と誤答の者の両方がレ､たので.上のような表 として現わしたD

｢広島 ･長崎にいつ原爆が落とされたか｣では.｢知 っている｣̂ が多 く,広見についてLrl小学

生で67･7飾,中年層で75･4飾,高年屑で57.4多となっている.長崎の場合,少し.知 っている

人の割合が下がるが,ほほ広島と同 じ怖向を示 しているo小学生は正式に歴史として学習している

わけではなレ切言.｢知っている ｣音が多いのは,矢掛の平和教育の前進 とマスコミによる報道が考え

られる. このことは.中年Jb･高年層の声として｢日弁連が体験 したわけだが ｣その当時仕.矢掛

での生活に柵い っぱいで,ず っと後になって意汲忙のぼ 如まじめた ｣という意見からもうかがえる｡

(この項目について,矢掛中学校 5年生 4名,矢掛高梗 2年 5名に調査 したところ,｢どちらか一

方でも知 っている｣の75ら全色であった ).

表 11- 1-25 原爆はなぜ落とされたか

巨 頭 ~ 軒 _ 冒

江)a. b.Cについては,最初のアンケート内容のところ参考

｢原爆はなぜ落とされたか ｣の問いに,現在で比, bの｢戦後の日本支配の主締健をア}リカがに

ぎることと,核兵器の人体にかよほす彪呼を調査するため ｣が,小学生で46.2飾,中年層で52.

ム帝,高年層で5&5帝と多い｡

敗戦時に仕,無回答が多く,中年層で72.9啓,高年層で80,9帝を占めている｡これは,自分

適の生活圏のことで精い っぱいであったという昔と,当時どのように考えていたかを忘れている.普
と両方あるだろうが,ここでは区別はつかないO

表 11- 1-24 日ソ中立条約の破れたわけは何か

ノ連の一方的破棄
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日ソ中立条約の敏れたわけについても.｢原嫌はなぜ落とされたか｣という間tJl以上(,C細 谷が多

く判断 しかねるが.高年臓では｢ソ連の-方的条約破発｣が 12･8多と多 く,中年層でも｢ソ連の

一方的条約破棄｣は 7.9啓で第 1位を示しているd一方｢日本の侵略のおそれ｣と答えた人紘,小

学生では8,中年層ではil帝,高年層では 2.1碑と少をい｡ この原因は当時からの宣伝とで胡在

の教科瀬の記述 (Fソ連の一･方的条約破棄 J的表現である)との両者が考えられるO

衷 11-1- 28 日本が占領され独立を失なったことがあるか

∴ -. :･･ ･ : ∵ ･.'rr･

荏)無lril答の中には,｢わから7kい｣と答えた
ものも含まれている｡

｢日本が占領され独立を失なった時があるか｣という調査は,窮二次世界大戦の決安として,放

萌も占領がおこなわれたことに対する認鞭の調査です｡結果はどの層も｢ある｣のほうが 29･1%,

55.9飾,56.2飾 (小学生より版に)と多L,,が,｢無回答 ｣｢わからない｣｢なし｣をあわせる

と, 7口,9碑,64.1弟,占5･8秀と,｢ある｣の倍近くになっているdこれは教科苛の記述をと
ってみても｢職争をやめる｣｢概争が終る｣｢敗れる｣と三粒類の記述をしており,又｢管理 ｣と
｢占領 _Bの二種類の記述をしている中で,浸集を通して.は っきり敗戦であり,占領時代があ･-Jた

という認識を育てられないのではないだろうか0

1-) ｢窟法｣等忙馳する認敵

失 11-1一･28
砂川姻争,安保踊争を知ってレ､るか

1 ‥~o"V,)r
L三.-I

衷 11- 1-29
日本国療法の内容について

乗 11- 1- 50 襲11-1-29の｢知 ってL,,る｣人の意放

l~ ~ ご I

_ _ 巨 互 E I

- F I亘 ≡ _ 4-_ _ _ -_ - [

｢砂川湘争 ･安保潮争を知 っているか｣｢日本国藩法の内容を知っているか｣｢象徴天皇をどう

思うか｣等仕,憲法にかかわる間題について,どうとらえているかという調査であるO
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｢態法｣について小学生は学習しておらず 9A.9錦が知らたいと答えたが,矢掛中5年の 4人に
ついてみると｢知らない｣と答えた者が 1-Jli;,｢をがめた程度でも覚えている｣と答えたものが 5

名であるO小学 6年のB･瀧等智の内容がまだ定苅されているとはいいがたh o ただし摩法の三つの

特徴を示 し1,.ところ,全点 ｢良い ｣と答えている｡中,高年層忙ついてみると,高年層のほうか肴法

に不満をもっている人の割合は大である｡この内等紅は,5本の柱かあD,この うち｢象徴天塩 に
ついてどう思 うか ｣という矧糊である｡このJji剛亡も,′J､学生で64･占多,中年層で5 1･7帝,孤

年屑で42･6解と無回答が多い,次に多いのyt,｢良レIJで,′｣､学生で 20.0帝,中年層で 4 1･5
%.高年柄で 46･8% となっていろ,｢憩い｣(不納 )の中味は ｢攻徴天皇では3'ノだ ｣というの
と｢天亀の規定は不必要である｣と｢気のbJ3であるJとい')のがある｡このうち｢象敢天鼻で壮た

めだ ｣というのはEP,高年例にあれ ｢気の唾だ _は いうのは碑層のクループの人が批概矧,こ感 じ
たものであるo

表 11- 1- 51 虫徴天皇 をどう偲 うか

JL竺 隻｣._琴 垂

中 年 層

高 年 層

現 在

敗 峨 mti

現 在

_墜遡 華 L

卑 い

20.0悌)

4 1.5

1.1.9

4&.8

a5

[#'Ll

土

(不満 )

を4遡
&8

7.i

10.8

85

現在｢良い｣と答えている人が,峰 屑で 41･5膚,高年層で抹46.8多を示しているが,放吟

時に(.i, 11r9%, a5帝と低率である｡ こ れは当時それまで ｢神としての天皇 ｣が ｢粂徴｣に政

変 したことにとまどいを感 じた結束であろう｡このことは個別訪問でも開かれることだが,｢良い

,LLF=いとい うよ9,気の埠だ ｣というの忙あらわれてレ､る｡

3') ｢君が代｣(/E朋する認識

襲 11- 1- 52 ｢君が代 ｣の歌の音味について

知 っている 蒜言妄J｢

′｣､学 生

空 _生 ⊥室

汗)知 らないの中には無回答 も含む

表 11- 1- 55 ｢君が代｣を学校教育の一環 として歌 うことについて

LJ､学 生 _現在
中 年 屑 現在放牧時
高年 屑 現在

目 撃 '=-I
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｢君が代の歌の意味 ｣と｢男~が代'fd:学校教侍の一環 として歌 うこと｣についての調査であるD

｢君が代 ｣の歌の意味について, 1956年版国定修身科に｢我が天皇の,tl治めになろ比の御代絞 ,
千年 も万年 もいやいつまでも続いてか栄えになるようにといふ意味でJと記されて卦り,文部省は

1958年学習指銀 飯に｢鼠民の祝日をとにおしへて包式 などを行 う場合には｣｢君が代を斉唱さ
せることが望ましい ｣と説明 している｡調査の結果払 小学生の場合は 70.9節のものが軟の態味

を知 らないが,学校で軟 ')のがJ:いと答えているのが 40多あるO これは学習指導輩領 にもとすい

て,'炎際歌 っているところか らあらわれたのだろうO現在,中年層比軟の,-'旨味を･よく知 っており,

国定修身敬称.;FF(化もとずし1てレ､るが, これは天皇主権 i･はめたたえた内容である.国民主旅の懲法

をもち,それを凍認 しつつ,一方では天皇主性をとなえた歌を学校教育で歌 うこと(,C賛成するとh

B矛盾があるOこれは前に も述べたとおり,妙法唐敵は広まったとはレ､え,-1だ定着 しきれていな

いことと,｢君が代 ｣は国歌だと考え,｢国歌から学校で歌 うべ きだ｣とい う軌極論 と,｢今まで
歌 ってきたしレ小 敵だから｣という消極論 とがある.

J

h) ｢歴史人物(･C対する興味 ｣に関 して

衷 1l - 1- 54 ｢歴史上 好 きな人物,,尊敬で きる人物かいるか ｣への解答率1

トー-

lや哩 す主人79iVl__i,
〝 レーなしハ ..'∴ ●十 予 '.;･･;I.･-lr_
tE)｢レ､ない ｣とい g)筈の大半は無回答である

求 11- 1-55 歴史上で好きな人物 ,尊敬できる人物名

中年Ji

聖徳太子
塑 虐 秀 吉

野 口英世

純 田 信 長

I芥川弛之介

lナイチ/グー/レ

1田 中 角栄
杉 田 玄 白

;源 義経

I

i源 頼 朝

.夏目軟石

高 年 眉

現 在敗職時

名2114. 1､ 1名
1



能

沢

l
木

1〕

尾

伊

宮

ノ

楠

紫

松

正

式

j吉

越

iシャカ

I
l明治天皇
I大石蔵之助

二宮埼徳

前野良択

!害Bj松蔭

高 年 層

_妄i直義

日蓮大聖人

水戸光励

板垣退助

良寛

壬
.-LLll
穂

片山潜

小林多脊二

山内和解額

I/+Tィ

リノカーノ

福沢諭吉

徳川吉宗

犬養毅

東条英樹

山本五十六

軍人

坂本竜馬

1

l

1

1

2

1

2

N1

1

1

1

1

1

2

2

1

1

4

._1_-ト～L

｣
∫

■ u ■ ■ lt
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木法条

三幸≡

‡

■『-

(荏)1人が2名以上答えた場合もある

｢歴史上で好きな人物 ･串敬できる人物の有無とその理由｣にr鬼する調香である｡

小卑生では上位に丑臣秀音,撒田信長,徳川家政がいるものの,他は学者や文化人などをその農村
や性格･i_･適して支持している｡ これは現在の矢掛の小学校教育の怒点訣組が峨前のように道徳的行

いのみで1'U断するとし､うよD,英銀tJ7:ついて多 く取i)あげる結果の反映だろう｡

中年層では犬並数,聖徳太子,野口英世.徳川家駄 硬垣退助が上位iIEあり,特に政治的手釣と

自由を求めた人-の支持が煮.I;いd

高年層では,二宮也徳をI､ッブに,楠木正成 ,豊臣秀吉,西郷隆盛,水戸光田･弘法大師が上位
壬(あり｢道徳性 ｣への支持が高いO′｣､年届 ･中年層 ･高年層ともに,忠臣秀吉-の支持が高いがそ

の理由として｢百姓を助け天下を統一したから｣という回答がいくつかあった｡豊臣秀吉の政策拭

百姓-Ji･きEjしく収奪するとともに,反抗をふせぐための刀狩 りを行なうなど,徹底的にかさえつけ

ることにあったわけだIjが, このようなことが正しくとらえられていないO小学校の教科書では,上

記のことは簡単なところは記述されているところを見ると,マスコミ等からの.一部誤 った秀吉の

糠の影呼を受けているのではないかo

i) ｢道徳教育I.d何を教えるのか ｣に幽する認隷

表 11- 1- 56 ｢道徳教育とは何を数えるものか｣に対する解答 審

小 学 生 中 年一 層 高 年

現 在 現 在 放 牧 時 現 在

52.5%) 52.占鰍 77.1%) 44.7鯵)

0 5.4 1.7 &4

｢適場数膏とは何を教えるものだと思いセナか｣という調査では,小学生は｢突如 勺な市民道徳｣

｢現在守るべき社会のルール ｣を教えるものだとしている.中年層は.現在では ｢礼儀作法｣｢社
会生活をI3･くっていく上での知旅 ･秩序 ･生活指導 ｣を教えるものだとし.敗戦時に仕｢国を愛し,

祖先を大 批 する忠孝を数えるものだ｣と回答している｡榊 では,現在では,｢人の道 ｣を二教
えるというのが圧倒的に多 く'敗戦時には,｢礼筏作法,日本柑神を数えるものだ｣と回答 してい
る3これら紘･′)､学生は現在の道徳科で扱われる項Elを反映 してかD,中･左石年層で比,国史及び修

II

(10)以上のD上9,次の5点の軸が認められるo e ･
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まず第-に'小学生は｢現在の学校教育vr_対する認識｣や｢南北朝正統論 ｣や｢君が代を学級

膏で歌うこと(A=ついて｣や｢歴史上好きを人物もしくは帝敬する人物｣や｢道徳教育｣VC関する認

識夜どからみると,知識的には教科番の教市内等馴まぼ忠実に得ているが,学校数膏に対して,な

んらかの不満をたいている｡この不満杜,(1)でわかるように具体的をものへの不満として.現在の

教育政策に根をもつものだろう｡

範二に,中年層は昭和前期に兼務教帝を受けたグルーブだが.｢現在の学校教育に対する不満｣
や｢日本の歴史のはじまb｣に関する記述+I:符に見られるように,義務教育の影噂も残っているが

戦後の体験やマスコミなどを通じて得た知新も自分の中にとり入れているQ

第三に,高年屈は,大正時代に義務教育'J:受けたグル-ブだが,｢現在の′学校数鞠∈対する不満｣
の内容の具体的な解答の9割が道徳教育の欠如をあげてしつることや,｢日本の歴史のはじ7tA｣で
敗戦時も現在も｢神代の歴史の記述からはじiるJと答えたほうが圧倒的VC多いことなとにみられ

るように,多くの磯争を通過して現在に至るtで,劫 教育の影W･がかなり残ってレ､る｡

(宮本好利子 )

2.社 会 教 育

(1) 公民館活動

ますます多様化する社会の中で,今や社会薮育比,生涯教育の場として重要在位腔をしめしてき

ている｡

現在の社会教育をみていく前に,矢掛町,巣川村,三谷村,川面村,山田村,中川村が合併され

てLへなかった昭和 29年以前の社会教育の変牙を三谷村(.'C例看･とってみることにする｡

･J､田郡三谷村公民館設立よりの経過

昭和22年 11月22日,新悪法発布記念公民教育施設として,三谷村に公民館を設置すること

を企画し,その準備委月食が開催された｡昭和25年2月,尉館式が行なわれ, 10月には三谷村

初の全村体育会が尉催された.昭和25年 2月7日には,公民館述営規則も制定され占つの1妙薬部

一教兼 ･産業 .体育 IFy_生 ･調査 ･生桁科学-と,12の餌渠速箱機関 (村内を12L/C分け 1231

館設直 )が設けられた｡その内容は,｢実際生清VC即する教育 ･学術･文化に蜘する各種の容顔を
行い,住民の教輩の向上,触康の増進 ･帖嬢の純化i･図り生活文化の振興,社会福祉の増進に寄与

すること｣を目的とした｡特に生活改潜の間現を取 りn '冠婚葬祭の簡素化及び生活の合理化に徹

底的過勤を開始し移動文化誹座 etc各棟耕座の卵殻,村民の典V,を開催し,戯村振興対策計画樹

立に努めるなど.耕極的運動を展開してきた｡

昭和26年 6月12日に岡山腺実験公民掛こ指定されたOこの時に公民館事業の中へ村報道養魚

会を吸収したD従来の調査部を報道調査部とし.薄青 ･厚生の2部を合併 し,数馨 ･産業 ･体育厚

生 ･報道調査 .生括科学の5部を栴成し,下軸 粒としての 12分館を9分勝て競合したI｡

昭和27年 1月,開山煉中央抑 館においで巡回自動車文庫が開設された｡この時≡谷村も巡回
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村に速定されたD同年 5月.実鹸公民館としての,iti一初の公民館研究発表会か抗う催された.同年 6

月.再びFd'i山腹 よ9実数公民館に指定された. この時の講座朗設噂は】は, 112時間で詐師の数は

14人であったDそして昭和28年 4月(,{かける窮一助熟座の全科程修某省は10占人であったo

wj和27年 9月,小田郡初の英豊供強健龍流しが行なわれた｡また公民館主催として,坂祝の納

涼盈嗣9大会が捌催された0-1た同年 18月には,画期的致育改革が行夜われたDつまi)地方教育

蜜月金が遇出され 11月には公民館が村長の管理から,教育委員会の管理下へと移っていったので

あった｡ .表 11- 2-2

昭和28年 1月,再び,岡山腺自動車文雄の巡回町村として指定された｡同年 4月には,公民館

迩常客謎会など,公民館各役員の満期による再選の際,あらたに教育委負をその中(,C加えたo<莱

11-2-5>0-.1たこの同じ4月,一報道的査部は,従来よb発行の月例報道誌の他に,緊急報

道に一段と蜘能を発揮する村内放送施設を計画したDそして経喪 57万円,出力 258kt.I)の11個

のスピーカーをもつ村内放送施設が 占月に完成したJ

昭和 28年 7月,社会教育特別研究町村として再び指定された｡直に迎営審議会を開催し有年学

歓迎営委員の直接姐 として,碑 学級週営委員会を設立 した.また従来の解 学級をあらたにク

ラブ組級とし,茶道 (表 .鼓千家 )･車道 ･轍 ･書道 ･珠算 ･曲薬の 占クラブを設け,他に社会

科を必須科 目としたd 表 11- 2- 1 .別に婦人学級として生活改磐 ･料理研究2クラブを設

け 表 11- 2- 1 ,曲繁期 1ケ月を除き.4月まで毎週 5日及至6日, 1日,1時間から4時

間のIr!i年学級を開設 したQ同年 10月(,C.三谷村中央公民館が完成した｡また 12月に比,県教育

委員会の指定に上D,太郎最初の移動公民館をむかえた｡

昭和 29年 1月,三たび自動車文庫巡回町村として指定され,また同年舞 2回公民館研究発表が

榊催されたO

衷 11-2-1G)青年団青年学級機構



衷 11- 2- 2 ② 昔年学級細 昭 2tl年 9月以降

茶道表科
官山嵐i.i･心困:7-;且‥
TI空風風化
.i.gq7-I.:月例行事.定例行事をまとめると次q如 くであるO

<月例行串> 機軸誌｢三谷のいっみ ｣虎行 映画鑑3:は 閑催

く定例行堺> 産薮納習合 ･全村水泳大会 ･全村連取会 ･料理研究会 ･敬老会

焔鵜流 し･納涼盆糾 9大台など

表 11- 2- 4 ′｣､同郡三省村公民鯨迎首班晩飯柵

(公民館概況 昭和2一～年 1月より)

-885-

報 生 休 産 教

表 荒 産 -# 並
査 学 生 部 部
部 部 部

V,i和 28年の三谷村公民館運営

組織ならびに機械をまとめると

表 11-2- 4 のようにな るっ

公民館役1扱員は館長 (村長 )1

名,副館長 (教育委員 )1名,主

辛 (′J＼学校校長 )1名.書記 (村

収入役,村刊:紀 )2名となってい

る｡昭和 28年4月改選にされ

教育委鼻がメ/パ ーに加わった迎

営審議会構成委員 15名の内わけ

は･表 11-2- 5 t'C示す様に ,

中学校.消防団,-rT一年臥 約人会



IA

# 11- 2-5

運営審東金構成専月 (15名 )

(公民館概況エb)

離 別並 に役聴

運営審議会要兵長

主 111

体 育 Jg_生 都 農

体 育 原 生 部 長

教 ･# 都 農

生 活 科 学 部 長

教 養 部 負

館 長
刷 委 兵 長
報 道 調 査 部 長

産 業 部 長

教 拳 部 長

報 道 調 査 部 員

〃

館

職英経歴

中 学 校 長

小 学 校 長

消 防 団 長

晋 隼 田 長

骨 隼 田 副 団 長

婦 人 会 長

婦 人 会 副 会 長

村 長

村 敬 会 議 長

村 頭 金 副 敢 長

戯 協 参 事

民 生 常 任 要 点

虚 業 安 貞

教 育 委 員

〝

▲IL

および学識経験者からなっている｡任期は 2年である｡

で紘次に現在の社会教育活動を,公民館活動と青年団,櫛^会に例をとってみることにする｡

公民館括動

#.l和47年度の矢掛町社会教育の基本方針は ｢前年度に引き続き社会教育総合推進事業を基盤と

して,明るい地域づくりを目的とする学習クル-ブ活動を促進し,グループの自主的活動を推進す

ることによ9,地域住民の連滞感を高塩 し,地域裸越の解決を姓かるt.とができる住民組織の確立

を促進する｣ことであるD基本方針の中にみられるように,矢掛町杖,昭和 4d年度から2利払

県教育委負会から社会教育推進地区の指定を受け｢地域づくりにとbくむタル-ブ活動｣を主要テ

ーマとして,この事葉ととり組んできたD

そのことについては.社会教育主車の多賀氏が矢掛町婦人会報 ｢蘭｣に寄せられた文によって概略

がつかめると思 うO以下はその抜すいである.

1･<如業の目的> 社会のめまぐるしい変革把より,町民の生活が大きくかわったことによる

中央での学習会参加者の汲化.地区公民館の学習粗放の不備,住民の不満,問題の増加がある

にもかかわらず,これを解決に尊く坊が無いので,心身ともに健康で亜かな人づくり町づくり

を進めるために,土山社会教育の手並を確立 したい｡

-占88-



<ljI菜の概輩> 初 (44 )年度では,全地区対象に住民意諌実感調査.モデル地位の才綻 ,

モデル地区の細密調査 (学習の要求鑑などを中心に ),分虎総合発表会,町中間発表会等を行

ない. 47年度では,モデル地区の番菜推進に力点をかき,公民館協力月余の結成.分館専門

部lJi腹 の確立,先進地視察,公民館趣致遵Abの反乱 大字別協議会の発足,総合発表会開催等O

く水盤の成果>

①公民館分館体制の確立

⑩社会教育活動 と場の必要性から分館,公会堂の建設連動にまで発展

③専門部制に上って,地域の詰問垣を解決する粗放ができた｡

④公民館活動は自主的にという認識から,全卵 帥こよる活動が具体化 しつつあるo

<反 省> 成果のほかに学習括肋の概 化ができたが,今後のモデル地区の具体的を取 り

組み方が大きな課題で,全町に実現するL'にはかなbの時日と町民の熱意と努力が望まれる.

<今後のとりくみ>

G)グルーブ活動の充実 .

③学級グルーブの連携促進

③部活劫内容の球解と指導強化

㊤分船総合発表会の朗催奨励

㊥分館と学級クJL,-プの交換会開催の指疎

このことによっても,矢掛町の社会教育に対する意気ごみが並々ならぬものであることがわかる｡

次に昭和 47年度社会教育の重点目標をみてh f｡

(矢掛町教育委員会発行の矢掛町社会教育の他妾より)

<重点自標>

1. 社会教育相zt享体制の確立

社会教育情動の充実振興を期するため,委員,光線者の各権研修への節極的参加をはかり,

指尋組織,陣容を酎 ヒして,住民.,D要射 ここたえられる指導体制づ くJhに努めるC

㊤各種季長の改選にともない,委員情動の強化

(参社会教育指導員の設値

㊥民間有志指埠者の蕃成とな紫の向_上

(多施設･設備の楚備促進

2. 各世代に応 じた社会教育袈業の他生

生涯教育の重要性にともない,各世代の畢康にもとづ く学習活動,団体活動の促進をLEiかり'

子どもの健全育成,地域の連帯感欄 成,現代社会に対処できる住民め養成につとめる｡

④青少年の健全育成の推進

7.学校 (校庭 )開放事業の促進
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ィ.少年団リー8'-の連絡捷燐の推進

ク.青年EB活動の促進

(多成^教育の充実

7.地域に即したクループ活動の推進

ィ.学習グルーブの自主的適者の促進

も 社会教育の普及

社会教育に対する住民の理解と認歳を深め一個の啓発を.行うため,視聴先教材,放送番組等

の利用を促進する｡

(う視聴覚器材の利用促進

④放送利用教育の促進

⑩広報活動の推進

4. 民主教育の推進

すべての^周が,人間としての生きがいを感じることができる社会の形成をめざして人間解

放教育を推進する｡

㊤民主教育推進協議会の充実促進

⑦学習の場の利用による民主教育の充実

⑩民主教育指導者研修の推進

5. 社会体育の充実

ひろく臣民が自主的かつUL･樋的に参加できるような体育祭政技会,スポーツ丁ス ト,スポー

ツ教室等の-茶ポ-ツ行事を実虚 し,かつ田体その他の者がこれらの行雄を実施するiう努めるO

㊤スポーツ,i,クリェ-シヲノ団体の組敵の強化

㊥スJ-I:-ソ,レク1)ェーソヨノの普及と充夷 ,

占.芸術文化の振興

住民に芸術文化について認識させ,創造.塩'Rの喜びを波及すると共に,先祖の迫産である

文化財の保存借用に努力する｡

①町誌,'jiさ/i,体制の確立と,充科の収集

㊥文化財保存事菜及び調査Bt英の推進

⑦文化財括用の推進

社会教育の組紙･機械

では次に･矢掛町社会教育の組織･機構をみていくことにする｡ (表 11-2-6 )
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小 学 校
中 学 校

衷 11- 2- 6 矢 掛 町 公 民 館 の 組 .a
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TE)矢掛町祉会教育の概要昭47年肋 参三秒こ作成

表 11- 2- 7

矢掛町公民館避営寄議会練成点 く昭4_5)

婦人会艮 11 度協専務

納入金副会 長 12 文化財保護委員

老^会長 15 町企画課長

子供会迎合会長 14 三谷分船長

5 PTA代襲 15 分館主串 代襲

d 民生委員 16 矢掛町小学 校長

7 交通安全協会 17 美川′J､学校長

8 体育招魂委員 18

9 甘年B]数避部長 19

IO商=会専務耳沸 20
譲 会代表

社会教育委員は 6名で,その内わけは,委

最長,劇委兵長が学級経験者で,残 9 4名の

安貞は.商=会長,婦^会長,甘年Efl長,学

校長となっている｡次に町公民鮎逆常客諾金

柑成員 20名をみていくと次の如 くであるB

分館運営等議会は,矢掛分地,菜川分館,山

田分館,川面分館.中川分館,三成分館,小

田分館か らそれぞれ 5名ずつ.計 55名で構

成されている｡

次に矢掛町公民館で開かれている,各稚学

級沿線をみてい くことにする｡学級情動は

(表 11-2-8)忙 しめす如くである｡そ

の中で .昭和 47年度矢掛町婦^学級の活動状況をみてみると●町で実施 した 5学紋の 1つ,中央

的人学級は .婦人団体幹部の役割,ク,i--ブの学習の仕方,話 し合いの仕方,消焚生活の衰溢･人
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表 11-2- 7 矢掛町公民館学級活軸 (昭 47) 矢掛町社会教育の概要参考

戯 ヱ豊艶 _ 鼻磨恕喜豊艶 軽量級 ‥量^Jtti ~人生
12 14 I 1 2

議 { L̂牽 lIk域 〝 ー05- 0 1 幼准周学級 5保育槻 〝 4′ト学校 〝 7 450名

･8-10回 8-10回7回 10回 8回 .

~一一｢計人幹部 1由域舶人 10P高年軸人 1～;幼児をもつ母!親 7児童をもつ父母 7 ∫I.I輸入有志 町内老人有 ー部落に居住する婦人

【志t

岳 祉 金 銀β落公会堂 各幼稚蘭- 保育園 福祉会虎 福祉会館 大仁五公会堂

間馳係づ くりと交際.心の触廉管理について,82人が学習したB地域婦ノ＼学級は学級数が 10,

生徒故 512人で出席率 90帝以上とい う学級もあ ったD内容は,家庭の鯉康管理,隣人 と打 ちと

けて話せる人間幽係づくり,日常の礼俵作法 ,家庭で音ばれる料理爽習,背少年の健全育成7=i:どである

あるD姑草餅では,孫の敦乱 嫁の立場 ･姑の立場 ,中年後の健康,テレビの見方, しあわせを姑

の生き方,中年婦^の役割などについて 10 1人の人が勉強したO玖上の三学級の他で輸入金と舶

係をもつ生活学親では 100人ほどの生徒数で,零 しと計放,良薬の危険性,家産燃料について,

轍雑の見分け方,冷凍食品の扱い方について学習 したo

tu.上みてきたように,その内容 も乗際生活 と密接な馳係をもつ⊥うな興味あるもので構成されて

いるので-/pな.わの出席率を示 していること綻.大変望1しいことである｡

では次に,これらの社会教育活動を行 ってい くの忙必要な社会教育錬比どのようになってい るだ

ろうか｡
一 ′

社会教育次第の変遷_

表 11- 2-9から7社会教育喪比多少の変動はあるけれども,年々増加している.tいえるO こ

の傾向は社会教育活動にとって大変望ましいことだといえるA特に4A, 47年の増加は目をみ壮

るものがある｡これは前にも述べたようVt,社会教育総合推進単葉の結果である｡
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表 11- 2- 9 矢掛町社会教育姓の変iZZ

社会教育費

1,54 5,495

1,2 5 9.115

1,5 7 4.2 49

1.54 8.8 10

2.15 4.2 50

2,4 5 7,00 0

1,59 6.8 0 0

i, 740.0 D 0

1.878.000

1.741.000

5.588,650

5,544.ロoo

5,951,ODD

5.088,DOG

5,479.4〔=〕

4.954.850

5,621,591

7.755,820

10,007.000
｣

公民銀
1.228.150d10.850d79.250
691.占80

901.140

951,400

825,900

1,188.000

1.204,00〔】

1.214.080

722.000

855.845

cr.

dヽ

∴

∵

㌦

.
｡
･

(歳入歳出決柵 より)

細項目に分類されてい

るので, ここでは名略

する｡

nU

一7

0

5

nU

1

Ni

9
1

964.OOO l 1,4LId.a00

20

1.507.512

2,556,456

2,679.555

5.511,700

5.717,ODD
1

1.994,188

2,171.88 8

2.占18.5 9 4
2,9 4 1,0 58

4 .4 4 5,92 0

A.2 90,00 0

59年～ 42年度にはこの

他に女子専門学院葬,

保健体育兜が含Itれて

いるが省略するO

次に社会教育施設.設備をみてい くことにする.,

社会教育施設 ･設備

社会教育総合推進駄篠で,47年度には公民感性殻迎劫の展開とあげ られているように,公比倫

として独立の建物irHとく,日下矢掛町楓 :合せをそれにあてているO
福祉会館はWi和 44年 5月 15EH･,C竣功されたもので,矢掛町矢掛 5,02 7和 也の4L/CあD.故

地馴賀1.555677t',唖典か税 58 占.9 18ガLLT,本館壮鉄筋コ/クリ-ト5階建,会議牧比鉄筋

コ/クリー ト平屋建となっている｡ 固 11- 2- 1 はその平面図である｡施設の既要せてしく表11

-2- 10>忙示す如くであるo
矢掛町福祉 会館施設概要

= 船 r
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<表11-5-9>
.ノV

耳

1

1

1

-
藷 格 式 嫁 : 戊 姦 客 室

･半 面 1RT
′
Lj'(,C

悶 11- 2- 1 矢掛町福祉金婚平面図
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調理実習室には, 8人がけの生徒用の台6つと教師用の台 1つがふかれている｡ 1階の大ホール

には約500人,2階の講習室に比約 50人,荊 1,第2の棚淡垂にはそれぞれ約20人, 20人

がQj:いれ,5階の結婚式也には約58人,放免炎壷に比50人,控垂には,15人入れるようにな

っているOまた老人壷と第2相談室はたたみがひかれているD

次に公民館 (福祉会館 )の設備であるが 衷 11-2-11

に示す如くであるO

澱後に広報についてであるが,昭和58年呼から｢明るい矢

掛 ｣という教育委員会発行の広報誌が発行されてL,･たが,予軒

の関係から,また仕-3丑の増大で人月不足によl)昭和44年に

中止になったD現在は町の企画課編典の広報 ｢やかげ Jに記車

を提供してPRを行なっている状態であるO

次に各種社会教育団体については,昔年Eflと如入会に例をと

ってみることにする｡

(｡) 青年Ej]

明治58年に大字単位で結成された青年団が大正8年には町

村単位となった｡ このEllの甘隼田を三谷村で見てみるO

大正8年 4月,村内の東三成青年団と横谷甘年団を合併して

三谷村脊年Ei]と称し,三谷村を活動範欄とLた｡束三成を第 1

分団.横谷を第 2分軸として,各分Lfiiを5支部に分け,分団に

紘,分細長(1),副分団長(2),酔歩(4),支部には,支部長(1),刺

支部長(1)をかき,本団には,団慮 1),副団長(2),埋却(4),評議

負(18)をお.き,副団長は分団長,理事は

副分団長,評議員は幹*,支部長をもっ

てこれにあて,国家的精神の滴蕃 ･体力

の練磨 ･勤倹貯蓄の美風酒巻 ･JE莱剛健

75:る気風団体和神の蕃成･立態自治の思

想の滴蕃 ･善良在る公民修糞の徹底を目

的とした｡

大正 12年 5月,団卓梢iJの一部,消防

審美を青年団より分立 し,公設消防組 と

したelこのことは,山日]村青年田中支部

役員名締, (江本紐 )を見てもよくわか

るD明治 44年度,大正2年,9年,10

午, 11年度に,田&JLFlとして消防係

(機関長(1),給水長(1),純水長(1)e上c)

表 11-2- 11

矢掛町公民館設備

自 動 車
自 転 車

テ レ ビ

ス テ レ オ

ピ ア ノ

オ ル ガ ノ

テープ1/ヨー｢ダー

ブ レ ア ー

拡声用ア/ブ

16ミリ映写機

18ミリ 〝

埋 台

シ′ y

t,4 :.8

テ ノ ト

乗 11-2-12 音.隼 田 の 梢成

｢巨ヨ長 (1)
一匝 杢611専 5支部

･;i.'喜

昭和50年～

信雇画≡膏膏年団1

rj <Ei(5:I,,,

__占95-

B]長 (1)

分Ej]艮 2)

車 (4)

分団長 (1)

副分団長(4)

部長 (1)

支部魚1)



としてあげられているが,それ以後は消えているO

大正 12年4月,印刷を変更し,団員年令を親裁教育を終了以上, 25才までとし,同年9月,

団旗を制定したO

大正 15年4月,団内に,体熱弘 癖習部,弁論部,団誌部,奉仕部を殻歴したO

以上みてきたようqこ,敬前でもあD,大変国家主義的色彩の強いものであった.
磯後の昭和5ロ年代の矢掛町三谷村背年団になると,そのEI的も,｢甘年の純情をもって,団員
の親睦を計れ 教養を高め,公民館事業と併行し不離1一体の形で郷土文化の向上,改尊,発展を図

る｣となり,国家を念頭にかいていたのが郷土 となD,-1た団員相互 と変わってきている占組織も,

分団が 2つであったのが4つになってLへるo部は占つ(,C分かれ 総務部,教藩邸,体育厚生部,痩

楽部,視聴児臥 生活和学部となってレ､るQ

昭和50年に払 矢掛町J#年団協議会が結成されたが 45年には壊滅している｡つづいて昭和44

年に結成されたのが,現在の矢掛町中央青年団であるD規則は,まだ成文化されてL,､をレ､が,団長

(1)名,副団長(2)名,耕務局長 1)負,壌務局次息 2)名 ,甘記(2)負,会計(5)名となって.七･り,部仏 教

拳部,奉也部,運動部,レクリ工-ソヨノ部,広報部と5つケこ分かれ,各部には部長(1)名,副部長

(2)名とpなっているO

青年団負は,矢掛で肋く(家事従幼者も可)19才- 26才までの-#年を対攻とLているO現在.
(BB和48年 ),･勤労背年Vj:.約5DO名で,その一利の5D名 (7月現在 )がEB負と夜っている｡

そのうちわけは･表 11- 2- 15 に示す通りである｡

.衷 11- 2- 15

矢掛町地域別･性別青年団負数

(昭和48年7月)

この表をみてもわかるように,女性の力が多いのが特

徴であるOまた,矢掛に勤める,美星町の背年 5名も団

員と売って卦カ,広く門をあけているO

塔動

矢掛町骨隼田は,事務所を矢掛町福祉会館内にかき,

その目的は｢親睦を深め,自己を伸ばし,郷土のためLZ:

寄与する｣とある｡年間行当塘十画帆 毎年PRをかねた

スケジュール カレノダ-を作成し,団員及び,日本全国

の背年の家を中心(iC甘少年施設に配布するD

これらの行事は,広報集の｢甘年やかげ｣に1ると,

ほと/i,とが実施されている｡例えば,5月21EIの奉仕

活動に結団fi25名 (男子向丘 15名,女子団員12名 )

が参加しているOまた盆取り結,45年よりiLj-隼田iA=よって再開され,今では矢掛町全体の協力を

得て,IEtの風物;.I･として欠かせないものと75っているD

昭和 47年度で良も任.日.される倍数は何といっても,9月25, 24日の両Elに行なわれた,｢
矢掛町勤労甘年のつどい｣(窮 1回 )であろうoこれは矢掛町,矢掛町教育委員会,失脚T青年臥

頚の会･BaS総社地区矢執分会,ユースホステル矢掛グルーブ主催のもとに,矢掛′J､学校で行な
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.表 11- 2-14

r

b

_

_

t
M

.

4月 8日 新入B]見入Efi式

14,15 交歓会

22 ポーリノク大会

5月 1D日 集い (巡私部 )

20 奉仕活動 (糸剤放布 ･どふうらハ)

6月 5円 舶入会との交歓会

7 強い (胡務濁 )

7月 2,7･,12,la ,19 ,2.ち , 28,

50 盆GlrLb練習

8 集い (教糞部 )

21,22 登山教室

8月 8日 醜い (渉務局 )

4,a,9盈削 り鰍習

14 盆釣り大会 (雨天 17日)

9月 2日 模擬読会 (第 5回 )

8,15,20,22 お茶敬重

50 集い (レク部 )

25,24矢掛町勤労青年の集い

10月 l0El 町民大会参加

11月 1E] 集レ､(事務局 )

18 嵐山下刈 9

24,2占,29 社交ダノス練習

I2月 1,2日 交歓会

5,10,15 社交ダノス砕習

ム 柴レ､(事務局 )

16 クリスマスパーティ

1月 5日 新年会 (事務局 )

14 成人式前夜祭

15 成人式

2月2,5 スキー教室

17 集い (奉仕部 )

5月 7日 反省会

17 総会

一一占95-

われたD町坪位としては県下ではじ

めての｢つどvl｣である025日の

前夜祭には,速く岡山 ,食軌 藤臥

船軌 井原など煉下各地.亡少参加者

かあったQ今後の括胞が期待されるD

<現在の閃増状況ならびに今後>に
望せれることは,

1.廿年組活動は,各部が中心にな
って自主的活軸が展榊されている

が同(hr加入する有年が少ない.令

後托せ隼田負の増l謀と一個の活発

化が望まれる0

2･lV一年文化教室の陳に甘年団以外

の1.･tfjFに教育の切 石､ji.えろ⊃

5･ グループやサークルが芽げえに

くいD今後魅力r7bるグループやサ

ークルを数多く宵成する0

4.企第 ･戦域に-r'f年満潮をおしす

すめ:らL,

5･ 7地域.こ支部 (分価 )の粗放化

を図る｡

1 などがあげられると′IiI.ラ ,



い 矢掛町婦^余

暇争中の粗放が全部廃止された,昭和21年 4月 1E],新たに小田部矢掛町如入金が結成されたo

それ以前は,昭和6年朋 il];成された,小仕憎醇さ掛町愛国船人会が,昭利 7年5月('こは,大日本風肋

約人会矢掛分会と改称され.WuJ和 17年 5月VIは,大日本婦人会矢掛分会となり,脳和20年8月

15日の君側と同時に解散してレ､る D

峨争の混乱の中で結成された矢掛町抽入余技(1_1番仕,②友愛,③耕序,④新 しい時代に対処する

教並の向上の4つをスローカノとして,組織の確立と金員0)雌保に努めてきた｡

昭和 27年には｢母と子を守る過勤｣に呼応して,矢執町納入金を中心として,母親学級を組織

し,<職後の社会情勢の掛 ヒの中にかける新しい母親e)あり方><母としてのブとめ>を中心に,

家庭の主如とLての教卓を学習させる機会を与えるグループを創設したところ,これが更に発展し

て,昭和 29年の町村合併後比,教育委兵舎から,如人学級として取 り上げられ,現在は生涯教帝

の一環となる-まで!'C成長した｡

郎謂n45年には,会則が改正され,帝き方も現代風LIC改められたo

そ()内容払 会員の数社を高め,相互の親睦を図る･地域社会の文化の向上,社会福祉に寄与す

る･生括技術の体樽に努め,生活の合理化と近代化を関る･母性の面容に勢め,家庭教育に乱点を

おく･幼児教育,-';1'･少年の尊埠に舞める･民主三城 を体碍L,政治的教護を高める,としハうことを 1

日的としたつ

'組織･機構と-L軍営

矢掛町婦人会(-i,番紡所を,矢掛町教育委員会内に置き,速習を円滑(p=するため, 7つの分会を

u_rT,I.くa本会(こけ会長(1),副会長(1),蕃記(1),会計(1)を置き,分会に比それぞれ,分会長(l),刷分会

二鼠 1),会計(1),監査 (若干名 )を低くO 表 11- 2- 15

避営tJ,C的しては,本会のii･商戦決協約の理部会総会と.会全般の企画逆営,各常任委員会の整備

む図る迎常委員会と,調査 ･研究 ･立案のための常任姿見会並U'に,特別委員会がある｡
常任委員合札 企画･散在･財務 ･生活改啓.体育レクリェ-ソヨノ･社会福祉 ･広報の7つに

分かれ,各分会の委Li長をもって柵成し,それぞれ 委員長(1),副姿見長く1),委員(5)と分かれる｡

(未 11- 2- 1占 )

衰 11-2- 15 矢掛町婦人会の組級 (婦人会会則よ9) 〔

(矢掛町教育委員会内)

ー会 長(1)

一副金魚 1)

r溝 記(1)

分会長(1)

副分会長(1)

思 記(1)

会 計(1)

監査 (若干名

美 川

山 田

川 面

中 川

三 成

′J､ 田

一占9占_



表 11-2- 14 常任委員会の絶技 ･J#捕

(締^会会則より)

恒頭重套]
｢企画委員会

[_諾 '/I,

巨

生活改iLE_q･ 〟

休育レクリェ-ノヨノ 〝

社会福祉 //

｢委員長 (1)

一別要具長(1)

-委 員 (5)

｣広報 〝

財政

収入の部 収入で仕 臼されるのLr･t,金出とC:告料の増加であるD昭和45年(/'Ci'fT会則ができた時
1

には,会出は, 1人当9 1ヶ年 50円となっていたが,支出の増加,物価の増加l/C伴 ･-,て, 47年
度から50円とア ノブしてきている〕人政の点か らいうと昭和 45. 4占年は 5500人 (昭和4占

年5520人 ), 47, 48年比 5400人 と与つもって予算を.たてているが, 47年の決井をみ

てもわかるように'jg際trt,5500人前後 (附和 47年 5499人 )とみて r_い｡

衰 11-2-17 矢掛町糾ノ､会71･井 広報藷 "戯 "より

収入の郡 一

軒 日

前年度£染越金

会 す!

補 肋 金

年 金 手 数料

広 告 料雑収入

:=-_i-:_ l∴ ユ-'｢
105.000 日 05.boo
50,C)0D

58.000

5.000281.7_98

子22 47年 決算
I

5ま.842 : 5王.842
I

170,00U l174.950

‡∴ ∴ ここ5,CIDO550,2171,OOq l 15占4,842 .40‥................____二=∵こ=

【
4 8年予 算

55,82 7

178.ロoo

g･5:53004:A _ ,

80,000

5亡川 口0

備ー-i

J15.4占 55qDX50

I .... ..I ....iJ ..

47
_48 5400×50

町補助金

鰍

50.a0
0l広報広LjiJ-/A

1.000 J預金利息他

541B2} ｢= 二 二 一

支出の部 支出で佳日されるの仕,†J..撒まや,役務弛 生活改善軌 社会福祉軟め予井が年をf,･う

ことに削淑されているのに対 し,旅呪禁際甘,敦盛虎,体育レク弛 広報典が増加 していること
であるO増加L/C関して(･i,物1Vh'値上 L)の影守が.あるが,その他にも,やは b.活動範囲の拡大,宿

勅の括発化 もあるであろう｡

例えば,体育レク部では,バレーボール大島,体力テスト,社焚ダノス,わ らび狩 りなど,いろ

いろと楽 しL̂案が計画され,実施されている｡諌焚 ･交際丑の増大(̂t関して払 活動範閏の拡大 ･

出張人見の蛸加 .回数の増加などが考えられるが,いずれにしても,活動の活発化 を示し大変望ま

しい傾向だといえるであろう｡で仕次に婦人会活動忙ついてみてい くことにするo
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表 1l- 2- 18 矢掛町婦人会予算

く支出の部>

禁 議㌢ ト等 慧言

総 会 史

役員会貿

旅 柴

IE･ 菅 栄

役 誘 発

交 際 盤

功 業 丑

企 画 変

数 蛮 焚

財 政 照

生桔改善粥

社会福祉錐

休育 レク焚

広 報 戯

20.000 ■ 21.454

∠ゝ26.000 : 40.880

20,00CI r 5d,050I

A 1.00D t 1201

∠ゝ 5,808 1 4.550

20,000 1 50,540

275,BOO :277.792
‥~こ~ T riiii-
56.000 1a,400

L>51,000 70,541

60,000 : 45.580

∠ゝ24.DDO I la5〔】O
I

Llld･ODO . 10,008
55.ODO I 5占,940

∠ゝ51,880.49.911
5.842 l aDOO

-:-:≡_i=-I:--三 三 三 三

件

崇 ::if堕.fiS'!垂や
55.CIOO

.G 5〔】0
△ 4,5〔10

△10.000

60,008

∠ゝ24.000

∠ゝ25.rjOO

∠ゝ15.DCIu

40.000

占5.000

I Jr_
昭和 4 8年度和人金串薬計画

矢掛町射^会報 tt-a "より W.]'和 48年 7月1日

符少年の健全育成

婦人会活動の強化

市民性の価蕃

交通道徳の高揚

Lh施旅饗

用紙他

姐信教

幹部研修会 会議 費

財務研修史

七五三･成^式祝賀F'柴

施設思開発会議媒

会報二回発刊会追敷

◎努力目標

支部･班に重点を田き,自主的夜会Li総ぐるみの学習活動を展開して,金員樽互の睦まじ

い仲間づくりと豊かな人間づ くbK取りくむための学習VCつとめるO

◎特別推進沓項

1 グルーブ活動の;yf極的75:とbくみ

2 耳lJf-円安見合の活発化

5 家庭座談会の奨励

◎月例事項
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5月･-･会報七号発刊 財務研修会 日赤募金忙協力 幹部研侮会

7月下旬･･=高校生等若い世代との話し合Ll 酵水浴

8月15日･･-盆かどり大金

9月･.･･評演会 (納入の任務につレ､て)

10月--町民迎軌会.,'レーに協力 敬老会忙協力 共同募金E,C協力

11月--七東三祝才i'行事

12月- ･歳末助けあい協力

1月-･･成人式祝菅守行沸 く服装の簡素化 )

2月･-･会報八号発刊 矢掛釈慰問

5月--各専門委n会 理事会総会

その他

O議会の傍聴&･随時行う

()定サ雌 貞会は毎月12日に尉く(予覚 )｡

O生活学級,中央婦人学級,栄沓学研 .筋学歓を海月一回程度開設する｡ (L主催(rl公民館 )

｡各専門委員会の活動は継続的に働かれるよう努めるD

昭和 47年度の王j僻 卜画もほぼ48年度と同じであるので,その実施状況の概略をみ てV･く こ JL

にするD

A月以降の町棚入会が行-'た1_S菜の主･/rものとして比, 7月上旬の大水害に炊出し,愚問品典め

など政彦賂仕作男に仏力 ,8月12日幹部研停会Eて220^参加し｢如入金幹部とし七の許し合い,

迎常のあり方｣につし1て軸く｡ 8月 15日の盈断り大会には 150^参加D 9月 5日.備両地区納

入金大会｡同8日,一日哨敢セノクーには各地区20名が出J77,--0同日,江n鳥せ年の家へ幹部研修

祝名手に55人参加 ｡10月8日のバレーボーノL大金に4-i,各地区 1チームが出場0-1たこの円の体

力テストには各地区5名がてる｡同 15日敬老会打払力｡ 1 1月5日からの町文化祭に参加払力0

12日模擬結婚式に参加｡ 12月,七五三の襟餌行事が地区別で行なわれる0 1月 15日の成人式

に容加 し記念樹を卦くる｡同27日民主数百研究地金に約 70名出席｡ 2月 11日,確固奉祝大会,

同 18日,矢掛町子供会リーダー研修会昼食手伝い,同22- 25日岡山原生柘学校研修会, 5月

各専門委員会 以上O

(関本 磨由莫 )

tl
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臼 矢掛町の新生活遅効について

(1) 矢掛町の概況

表 11- 2- 19 矢掛町の主要'-L統計数字

(その1･)土地 (昭和 47年5月現在 )

!I校学校翌 毒場 数 回

112 75 8
594
45 6

56 15

1 52｢

225155182 128157

総面耕

90.19

2. 地区の概況 (昭和47年 1D月 1日現在 )

(紘)5･)産業別就業人口(概数 )

農業が中心であるれ 交通の便がよく･hzL近では第 2次,窮5次産業がふえてきつつあるO

このよう(′こ出菓中心であった矢掛に払 特にこの町内で新生活連動指定地区になった東三成地区

をはじめとして全体にみると貧困家庭が少なく,また,区有財産があることが新生活運動 を栄んに

した一つの原因と考えられるpさらに･ このような財産を地区の人 々が公共のために使おうとする

ことに理解があったこともわすれてはならたV)0
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(p)新生活迎動の歴史

矢掛でこの運卸が滋もさかんとなり軌道把のったのLr1,55年, 5占年, 57年を中心とした昭

和58年代である｡それ以前 昭和26年ぐらしへからこの迎曲のかこDが杖しまb現在までつづい

ているのだが,現在では婦人会活動が中心となり50年代ほどの高まb比ないD

較料がつづけて,あせb残っていないためか五･号かIKなるけれども,この新生活過勤の流れをた

どってみよう｡

矢掛での新生活運動は,戦後の混乱期に 生清を簡素化合理化 しようということが動機でかこD,

それが目的であった｡

矢掛で始まったのは何年かLriっきりLtrhが,一番古い資料は,私が調べたところでは昭和26

年のものがあるD｢三谷村大字東三成字行郎生活敢奄クラブ規約｣がそれである｡

行部生活改善クラブ規約

窮 1粂 (且的名称及ひ事務所 )

点薬のや_b方と生活改啓のヤb方･LL.栗城食止 じて学び,これを実生活にとり入れて有能な主婦

として又善良な公民とT=ることを目的として｢行部生活改善クラブ｣を粗放するOこのクラブの

歩務所を小田郡三谷村大字束三成行部会長の自宅に慣 く0

第 2粂 (恕業 )

このクラブは前条の目約-を達成するため次の車共を行うA.(1)クラブ員の虚業若しくは泉水に鮒

する計画事業完成上に必丑なものo(2)クラブ員 73団結を釆固忙し栽睦を増すもC)｡(5)公共の利益

になるような仕-ILlL (4)その他クラブの日的速成に必要な仕部｡
弟 5粂

このクラブ会負は:三谷村大字東三成字行帝地区(,'C存在する婦人の希望者とする0

第4粂

入会若しくは脱会しようとする者はその旨を会長に届出る｡

窮 5粂 (役負 )

このクラブに左の役員 を履きクラブ且の互選とするo会長 1名,副会長2名,礎己1名,会計

1名0

第占粂

会長はクラブを代表しクラブ活動について貸任を負うO副会長仕会長を助け会長事故あるとき

はその職務を代理する｡郡 己は会長の命を受け各種の記録を掌る｡会計Eri会長の命を受け会計敏

務i_.行うo 役員の任伽 1ヶ年とする｡但し再選を妨げない｡補欠によって選ばれたものの任期

は前任者の残任糊硯とすD

窮 7粂(会話 )

このクラブは定期総会と臨時総会を開憾する｡翌年度事業計画並に千-p-役員の決定会則の変更

その他運賃事項の諏決をする｡臨時総会は会長の必要と認めた場合又はクラブ月の半数以上のき･Ii
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求あるときVC稲生することができる.役員会は会長の必要に応じこれを相銀するO定例会は海月

1回以.上これを開く｡

第8条 (会計 ) ■

会計年度は海年 4月 1日t.{始まり盟年 5月5 1日に終るO

第 9条

このクラブrの経幾はクラブの串諜収入金柴寄附金その他を以ってこれVCあてる0

第 10粂 (附則 )

この規約は昭和2占年 11月2日からこれを実施するO

irl.

T

lr

′ ～

JIt.二

rlJI 1

新生活連動としてさかんに町全体でおこなわrLる以前の地区民の自主的な活動として生活故を迎

動が始められていたことがわかるO

昭和28年,29年の攻料としては卒業計画がのこっている3 . r_Iil

三省相乗三成 昭和28年度番茶計画

生活科学部一生括改巷 (衣食住 )

4月-料理沸習合 (先登料理について ),7月-講習会 (副食について ),8月-研究会 (台所改

#]こついて ), 10月-訴演金 (生活改謝･こついて),12月-発表会 (展示会 ),2月 (鴫和29

午 )-納 会 (生活合理化 )

昭和 28年度実施糊 要 (三省村東三成 )

4月-料理耕習合,衣服改世評習会,5月-料理粥習会, 7月一料理常習会,社会教育特別研究町
村指定,8月一家庭名護の耕習金,10月一料理訊習会,衣服改尊訴習会, 11月一優良公民鋸視

軌 12月一点業鮭儀生活改着綻良町村視察 (浅口郡大LLb村 ),科珊 智会, 1月 (昭和29年 )

一三谷村公民館概要発行(各町村配布 ),公民館各部業部展示会 (中央公民飴にて )

このように生活改尊の努力がなされていた三省和束三成地区吐,昭和 55年には県から,新生活

超勤の指定地区(,C指定され,昭和54年には2年目の指定をうけているC三谷村東三成が特にこの

運動がさかんで指定をうけた理由の一つには,中J山こなってこの過勤をすすめていた約人会の会長

さんがV,て,協力者も多くいたのでやDやすかったとい うことがあげられる｡昭和 5 0年代には三

谷地区だけでなく他の地区 (川面,矢掛,山臥 中川,美川 )でもさかんにな9つつあった.それ

紘,他の地区でも昭和54年,昭和 5三年ごろに,新生活過勤梅垣協議会,役員会,理事会が開か

れたという汽科が多 くのこっていることからわかるO三谷相乗三成地区が膿から指定されたという

ことが大 きな利敵 となったことと思われる｡昭和55年,54年のこの史料は,当時社会教育の主

事をなさって活躍された国勝専任職さんのメモであるが, この方払 当時,毎晩のように映画など
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をもって地区民の馳心をL-1くなど{夫されながら.地区の公民館,部落公民館封 PL,)村られたとい

うことである｡地区民の尊皇に応えて町当局-/1らぴに1)-ダーがし1かに熱心であったかが知られる｡

ここで三谷地区以外の過勤のようすをみT.みよう｡具体的なようすはわかbにくいが,昭和55
年より施行された｢矢掛町新生活退き紗中川地区推進協議会々則｣をあげてみようD

矢掛町新生活迎勅中川地区推進協議会々則

第 1粂 本会は矢掛町新47.倍過勤中川地区構蛙協議会と称すO

窮2粂 (目的 )

本金は矢掛町新生活過勤推進のため旧来の個人や地域の生拓に存在するさまざまな矛盾や不合

椎を自らの自覚と-丘任に於て解決し合町 ヒを図り新しい生活態度を樹立し推進し剰 日jlb.区ゐ福祉

及び振興に寄与するを目的とするO

第5発 く杏葉 )

本会は第2条の目的を達成するため次の水葬を行GJ.

1.冠婚葬祭の簡来化 2.現墳衛生の合理化 5.時間の励行 4.家庭生活の合理化 5･邸業速成の

趣旨徹底を計るため排液金,映画会等を行い.啓7!BE五伝につとめる0 6.その他必要と認められる車

業

第4条 本勧業達成に必受な申し合せ車項は,本町で定めた申し合せ単項に従 う｡

窮 5条 本会は右のものを以って粗放する｡

1. 公民館分館長,審議姿月

2. 町議会議負

5. 地業委員会委員

4. 廃業協同組合理却及び監沸

5. 加入会長 副会長及び役負

6.甘年団長 副団長及び部長

7. 消防団分Ej]長及び部長

8. 社会福祉協会中川分会長,副分会昆 役員

?. 民生委員

(事務所及び事務従車者 )

第6条 本会の却務所を中川分館VC倍き,分頼長をこれに当てる｡

窮 7条 (役負 ) 本会に左の役員71,偉くo

1.(イ)顧問 若干名,(ロ)会長 1名,い副会長 2名,肖F_番 16名.的監番 2名,日金計

1名

2. 前項の役負は会長の_Tl選による0

第8条 (職務 )

㈹ 会長は地区協議会を代表し会務を総理する｡
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(D) 副会長は会長を補佐 し会長歩故あるときは代理する｡

(,i 理事は理容藷を組臥 し本会勧業の斜面に当るo

(⇒ 監-*は本会,D経理を監査するD

銅 会計は本会の経理L'C当るO

貌9集 (任期 )

役員 の任期は 2年とし再任を肪げないO補欠の役員の任期は前任者の残存期間 とするO

第 10条 (会議 )

年 1回を定例会として必要あるとき(,i,臨時会を開き会議の謙額は出席者の過半数を以ってこ

れを決 し-DT否同数の場合は議長を決するところによる.
1ゝ_

第 11条 本会は大字単位に支部協議会を位 く.

第 12条 (経焚 )
こ†

本会の経兜は矢掛町協議会よDの交附会及び粗放団体等 よDの寄附金を以ってこれに充てるD

筋 15条 本会の事業年度は 4月1日から翌年 5月5 1日までとする.

附則 との会則は哨和55年 月 日よD施行するD

矢掛町の場合,この迎勅は町 ぐるみの過勤であb,町全体の組織が各地区.部落におろされて,

組級的体系的に述営されていたD これが大きIh恥徴であるo次に,この迎勅の基本 となっていた｢

矢掛町新生括過勤推進弘議会々則 ｣と組級をあげてみ ようOこの ことか らも矢掛町の迎動かし′-かに

組織的体系的であったかがわかるO

矢掛町新生活迎動推進払議会/{則

第 1粂 本会は矢掛町新生活述勤推進協課金と称す｡

銘 2粂 (目的 )

本会lri旧来の個人や地域の生清のFllFjr存在するさまざまな矛盾や不合理を自らの白兎 とデモ任に

於て解決 L合理化を図 り新しいLJ=清態度/LL'･樹立推進 し本町の手間止及び振興に寄与するをB的とす

るD

塊 5菜 (功業 )

本会は_第 2条の 目的を達成するためL/こ次の跡薬を計画的に行 うJ

(1) 冠婚葬祭の簡素化 (僻に結婚の簡素化 )

(2) 鞘境純生の向上

(5) 時間の励行

(4) 家庭生活の合理化 (衣食住について)

(5) 却菜達成の舶旨徹底を計 るため耶現金,映画会等を膚葉宣伝につとめるO

(A) その他必輩と認められ る番茶

第 4衆 本事業速成に必要な申し合せ邸項は別(I,C定めるQ
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簸 5粂 (梢成 )

本会は左の構成EB体の会員叉役員を以って柑払する｡

1･公民館 ,2r町議会議員, 5.曲諜婁月会, 4.蝕君臨同組合及び同各種団体, 5,婦人会, 占∴甘年乱

7･消防巨乱.8.民生香魚, ?.母子会

第6条 本会の邸政所を矢掛町公民館E,C放き剛 をこれに当る｡

第 7条 (役月 )

本会に左の役員を放く｡粗放団体より夫々新 二題ttTJL.た者を以 って委員会を構成し安貞会の互

選によb会長 1名,副会長 2名,理容 15名,監-$ 2名,会計 1名を置 くo (理容各地区 2名,

公民館 1名 )

窮 8条 (職務 )

(J)会長は本会を代表し会務を総理するLつ

(｡) 副会長は会長を補佐 し会長事故あると垂は代理するo

臼 監都は本会の総理を監査するO

的 会計は本会の洋理に当るO

荊 9粂 役員の任期は 2年とし再任を肋LT,7こい｡柵欠の役員の任期は前任期の残存期｢L-TlとするO

第 10粂 (会議 )

年 2rIu】を定例会として必要あるときは,臨時会を開き会議の読取ri出席者のiL･旦半数を以ってこ

れを排 し,GJ'否同数の場合は議長の決す るところによるO

親 11条 本会に地区協議会並に支部協主線 を促 くD地区防熟会は町内各地区(,C支部協議会は ()

坪･位い(放き会則壮別に定める｡

51,12条 (経兜)

本会の総ゴlfは町助成金,組紋田体等よEj粁け金を以 ってこれに充てる｡

姐 15条 本会の当確 年度比 4月 1日かL'翌ヰ 五月51日までとするO

この会則t,C基づL̂て各地区にLri,前記の中川地区推進協議会のように地区推進払議会が設けられ

ていたわけであるO 新生活選釦の機構

炎 1112-20 新生活過払の機構新生活過勤地区推進協議会
<-一会 Ir-i

r 公民飽分館長 審訊要員

･一町会表見

i-- 点薬要員全委員

盛脇的人部長 班長

甘壮年部長 支部長

舶人会長 副会長 班長

甘年EF長 副団長かよび部長
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I

;会長(1) 副会長(2)】

i顧問 理車
I
･監事(2) 会計(1) E

消防軌分団長かよび部長

民生委員

母子会長も･よび班長 .

支部払蓉会会長および副 会長

この地区組級が更に末端の部落におろされ部落の糊 を放りこんだ組放となってあらわれてくる

のである｡

昭和 55年鮭には,仙山県新生清適払指尊者研修会が開山県中央公民館で附かれているが,これ

に矢掛町.TR三成地区から5^の代表が出席 してレ､る｡帖和55年,54年. 55年こ-ろが矢掛町で

も新生活過勤が廃り上がり成果もあがった時期であ ったと思われるo

(/i 新生活勘 の活動

新生括迎軸比具体的に

1. 結婚の簡素化

2.葬儀の価素化

JIL:

.-rJ.

5. 時間励行

4. 凸休日

5 国旗の掲揚

占. 七 ･五 ･三の席乗化

7. 折旧正月の統一

8. 祭 Dの改善

?. その他

tでついてL､こなわれてレ､るが,申し合せ串項声己布されたブリ/トなどの究料から,個々の内容,推

進状況をみてみ上うD

α●) 結婚の簡素化

矢掛でLrl結婚式を簡蛮化するためIK,式は公民館で主催し,万事公民館の斡旋で運営することに

決定され,公民飽結婚式の第 1号は昭和 54年5月 12日に矢川地区で記録されているa -･

噛強化の細かい申し合せについて次の資料で知 られるO

矢卦町新生清適動三谷地区私学全

行部地区申し合せ事項 (昭和5 4年頃 )

1. 婚礼について

(1) 式比町公民館が主宰 し,伸媒人,親族,知人串列席のもとに頗鰍吃孝行するD

(勿 式後故品宴を行い後座はしないO

披諮宴の料理は｢人前 150円, 200円,5'oD円の5種扉とし他に清酒 2合瓶 1本をつけ

希望によb公民館で斡旋する｡

勿翰式を主宰 した公民館且は抜取 に列席しかハo I..I
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(5) 腹がし婿がしけ一切廃止する｡

(4) 近所棟内等結婚の歓びln:行くことは望7tLhが衣装は絶称A=見せてもらわない｡

尚 歓びに来た人には茶を汲んで出すだけLとするD

(5) 婚礼の為の配り物はしたhc

(6) 敵 近親者以外に紘絶対しないo艇 )返 しもしなho

(7) 出立ちも近親者以外仕案内しなレ､D

(8) 紫結い,袋衣装,自動車は公民館の斡旋を受ける,Jこの切合は祝儀はいらない｡

2.葬儀について

(1) 会葬者には膳を出さない3但し親族及び遠来の弔間者は例外とするo

(2) 行部地区の者には香美返し及び茶の子を全席する｡

(5) 手伝い^はできる限り小^教(/Cととめる｡

5. 病気見舞について

親族隣^知^等の病気に際し見舞品を贈 り見舞することは望ましいが,その全快祝 (内祝 )比配

らないq

4, 嘲笥励行について

諸会合にはできる限 b定刻-までに出席L,定刻に比開始するO若し出席できfrいときは予めその

理由を具Lて届出ること0

5. その他

各組合L'C組合長の外に 2名すつの推進委.Eiを題出し,申し合わせ単項の推進に努めると共に組合

長の相談に応ずることO

b) 弊随について

前述の申し合わせ壊JA-の中にJ-Lfられるように台盤化がはかられている｡

C') 時間の励行

単線であっても7i･か-なか実行出来をいのが民約1の励行ということであるQ生活の合理化in=はやれt

D欠かせないことである｡前述の史料(,tもみられるD

d.I) 遊休日

地区の申し合わせにエb毎月 1回を農休日としている｡この日には田畑に出ている者はなく,学

校の参観日,映画会,講演会,大師詐などはこの日にrJをうことにしている｡

o) 国雄地場

新生活迎軌の一端として祝祭日にrj:戸籍Eq_国故を揚げようということになったoLかし 家によ

っては国旗の希いところがあるので,ult̂ 金で旗竿玉を戟旋するとと托した｡又公会堂用の国旗を

用意し祝祭日には婦人会負が焚香で行って栂鴇Lている.

fJ･)七 ･五 ･三の簡素化について
七 ･五･三の祝ハには高価を洋服和服を用意して競争でノ､デ夜宮参bが行なわれていたが.この
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ような敢用のかかる旧習比止めて地区共同で子供達の成長を祝ってやろうということになり,公民

飴主催ど行なわれるようになった｡当日仕手性 さんを頼んで子供の触願う_㌧祈 ってもらし､公民館長の

祝辞,保宙順の子供の余外,軸^会から風船,薬子,卦かかみをJHくという仕組みにI/rっている｡

世話は納入会員が行なっているLl

七 ･五 ･三の祝い行都G79御案内(/〔ついて

縦i和55年 11月9日(款当省-の配布依頼 )

矢掛町婦人会矢掛分会長 ′｣､ 橋 綾

新生活過勤の一端として地区ととに合同で,七 ･五 ･三の祝L,1行事を行うことに決定しました｡

矢掛地区では昭和55年 11月 15日午前9時50分-よD矢掛保育園において式を行った後各々の

氏神様へ容拝していただくことにしますO服装は筋寮でお願いいたしますO

?) 新旧正月の統一について
昭和55年に削 日正月を一本化の話し合いが:いこな･われ伯和5日r---よb実施され今日(/Cいたって

いるoi:た町で互礼名簿を作り町内相互の年IT状は.交換 しないことにしているO互礼名姉は氏名を

アイクエオJim'Cたらべ,屑啓さなど一切赦せないこと(,-cL, 1̂ 5 0円の焚周で出来るので民主的

経済的とL,,うことで全町民から毒せざれているということで番った｡

昭和55年 11月18日 , .

矢掛町長 山 部 轟 夫

矢掛町新生活過勤協議会長 小 川 博 史

本年版解第割画の一つとしてかねてから町民の方 か々ら鷲盟のあbました新旧正月の一一本化によ

9'正月は新勝で行うこと(,r_しましたO殻か明年皮から扶お盆行串も新暦 8月 15日に取り行うよう

推進hIrLすこと忙していますので御魅力の程を願い申しあげずすa

附和55年 12月9日 i

矢掛町新生活i嘩動三谷地区払海食長 川 上 宅 - ...p

新旧正月の一本化について

本年鑑抑進目標である酬E]fE月の一本化についてと協議賜わりたいと存じ壊すので参加下さい-1す

ようか範い申しあげ1さす｡

1･ 日 時 12月 12日 午後 5時～ 5時

2･場 所 三谷公民館

5 議 題 新旧正月の一本化について .

h) 祭 りの改巷,お盆の一本化

-70日-



げそ

各大学にお宮があ_b祭 日かそれぞれちが っていた(7)でj:その祭 りにも休むことE,Cをb,5円r鞘も

祭L)をするとレゝう状態であった｡

fJi年達拭せんだいろくをかついで,他の祭 りでない部落まで什tかけては夜を要求し,比夜を出さ

なかったD,街が少なかったりすると,席根をこわし,畑間物を摘み託すとしへう悲習が毎年 くbか

えされていたのであるD地区でこの祭 り日を統一することになって,休む日も少なくをり,せんだ

いろくも部落内だけとなって,はなも1匹Iですむことにな｢た｡その上親戚-の祭 りのおLみやげを

廃止することにしたので,Fr用も非常に節約できるにうになったのであるo

お盆行事の新暦一本化のど協力と依頼

%J和56年 5月2 1日

矢掛町新生活連動敵意会長 /)､ 川 博 史

(神社寺院商工会長苑発送 )

本町で仙 唱和】5HFから正月を新麿で行 う と と もに諸行事も新暦に一本化 していただきますよう

町民各位のど協力方々お願いを申しました_ところ大変好結果を得ましたことを厚 くお礼申し上げま

すaこれ(;Eつき-1してお･盆並びに,これに伴をう諸行事 も新宿(Lr一本化して行うことにな3)ました｡

これはntl和 56年6月 1DElに町民各位へ配布されている.

i)その他の活動

地相の食生活の改善のためVC町としては,発着数峯,地区として総料理辞常会を継続的に実施 し

ている｡

環境術生 として比,か ･はえの防除,用水路の放せ施設など顧年地区民の奉仕活動によってfL･さ

れてレヽるて

(⇒ 現状

ナ 矢掛町では町ぐるみで新生活過勤vcとりくみ,かな りの成果をあげたことが数々の史料等で知 ら

れ為が,覗:在虻,新生活迎批 名かつく宿敵放 くな9,新生活過勤の-馳 しズおこな枇 ロハた料理粥習金など

が,舶入会瑞賢桝 杜L,Tくみこまれでハる程帥 追｡知略非勢D佃兼化も-71こたってきているようであるO

これ((i,生活の向上により一般的に前菜化合確化とい っても昔どおりはいかなく7lTったこと,+i:とで

しかたがかハという考え方 もあるoその中で,七 ･五･三はか ってのように創司でかこfJ:われてい

るし,結婚式は,福祉会館ができるまで結,公民顔で式を糾ずるよりIf=鮭った設備がたか ｢たので

個人の家-行って｢新味活i狙軌の活動 ｣のところで述べた.ような公民館形式でも･こなわrLろことが

多かったが,式があげ られるJ:F)な設備もでき7tので,一時へってきていた件数もやたふえてきて

いるDそれは次の表でわかるO

-7119-



衷 11-2-21 公民館形式での妹婿式の件数

I 年I_･. _-,_
年 月
昭和44年

45

44 .

47

48年7月まで

福祉会館ができた後

24 件

また,新たに,矢掛町は昭和 4d年から2ヶ年にわたって社会教育総合推進地区に指定されモデル

地区を中川に指定 し,地区の問題~を自主的にとりくむ体aiJl組織づく_bがすすめられている｡それに

節する焚料は次のものであるO

社会教育総合推進地区指定 - 地域づくDに取 りくむグルーブ活動 ---

Jl

水菜の日的

1) 社会産業杓進の変革Kより中央での学習形態が維持できにくくな ったこと｡

2) 町内にJ,.ける社会教育施設,設備や学習粗鉄体系づくれが極めて貧弱であること等によb住

民の要求に答えられるだけの情動ができに くくなったことが理由にあげ られるD しかし,住民はク

A,-フや学習に対する阻心促が高レ､ためその欲求にマッチする対兼を急が なければならなくなったo

Lたが って.地区住民のグルーブ育成や学習会活動がスムーズにできる体制や組 放づくりすなわち,

地域(ておける学習粗放の,諒i成 (部落公民館 )を進め苦痛 総 ぐるみ学習活動を戚関 して,明るい地域

づくりと地域課選の解決に自主的に取 りくむ住民を育成することがこの杏葉の目的である｡

モデル地区 中川 -
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